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カナダ首相は、なぜ関西学院大学と上智大学を訪問したのか？

カ
ナ
ダ
首
相
は
、な
ぜ
関
西
学
院
大
学
と
上
智
大
学
を
訪
問
し
た
の
か
？

　     
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
初
来
日
に
つ
い
て

櫻
田
　
大
造

Ⅰ　

は
じ
め
に

　

二
〇
一
八
年
に
は
、
第
四
位
の
貿
易
相
手
国
だ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
の
日
本
に
関
す
る

先
行
研
究
は
極
め
て
限
ら
れ
て
い
る
。
と
く
に
英
語
文
献
で
も
邦
語
文
献
で
も
圧
倒
的
に
足
り
な
い
の
は
、
カ

ナ
ダ
に
と
っ
て
最
重
要
な
対
米
関
係
で
蓄
積
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
、
首
脳
会
談
な
ど
の
研
究
で
あ
る
。
あ
る
い

は
、
首
脳
会
談
か
ら
派
生
す
る
、
象
徴
的
に
重
要
な
相
手
国
訪
問
に
関
す
る
研
究
で
あ
る
。
本
論
で
は
、
そ
の
先

行
研
究
の
欠
如
を
埋
め
る
た
め
に
も
、
史
上
ふ
た
り
め
の
カ
ナ
ダ
首
相
と
し
て
、
日
本
を
訪
問
し
た
ジ
ョ
ン
・
Ｇ
・

デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
（John D

iefenbaker

）
の
関
西
学
院
大
学
訪
問
（
一
〇
月
二
九
日
）
に
焦
点
を
あ
て

る 

。
一
九
六
一
年
一
〇
月
に
五
日
間
に
わ
た
る
、
国こ
く
ひ
ん賓
と
し
て
の
公
式
訪
日
を
実
施
し
た
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー

カ
ー
は
、
数
多
く
あ
る
日
本
の
大
学
の
中
で
、
わ
ざ
わ
ざ
関
西
学
院
大
学
を
選
び
、
ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂
の
日

曜
礼
拝
式
に
参
加
し
、
大
学
に
、
カ
ナ
ダ
大
百
科
事
典
（Canadian Encyclopedia
）
全
十
巻
の
寄
贈
を
約
し
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た
の
で
あ
っ
た
。
関
西
学
院
の
他
に
は
、
上
智
大
学
に
カ
ナ
ダ
セ
ン
タ
ー
や
学
生
有
志
に
よ
る
カ
ナ
ダ
研
究
会
が

で
き
て
い
た
た
め
に
、
一
〇
月
三
一
日
に
訪
問
し
た
こ
と
を
除
く
と
、
東
京
大
学
や
京
都
大
学
な
ど
の
日
本
を
代

表
す
る
大
学
を
訪
れ
て
い
な
い
。

　

本
論
で
は
、
最
近
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
外
交
が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
、
学
術
的
文
脈
も
加
味
し
つ
つ
、
国

賓
と
し
て
訪
日
し
た
こ
の
カ
ナ
ダ
首
相
が
、
な
ぜ
関
西
学
院
大
学
を
選
ん
で
訪
問
し
、
特
別
礼
拝
式
の
「
日
課
を

読
ん
だ
（read the lesson

）」
の
か
を
、
解
明
す
る
。
ま
た
、
同
じ
く
キ
リ
ス
ト
教
系
と
は
い
え
、
カ
ト
リ
ッ

ク
系
で
あ
り
、
自
ら
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
と
は
宗
派
の
異
な
る
、
上
智
大
学
へ
の
訪
問
も
俎そ
じ
ょ
う上
に
載
せ
、
両
訪

問
の
比
較
も
試
み
る
。
さ
ら
に
、
訪
日
の
最
大
目
的
だ
っ
た
日
加
首
脳
会
談
の
結
果
も
加
味
す
る
。
三
回
の
日
加

首
脳
会
談
な
ど
で
は
、
友
好
関
係
強
化
と
国
際
情
勢
へ
の
認
識
を
か
な
り
共
有
で
き
、
そ
の
意
味
で
は
あ
る
程
度

の
高
評
価
が
可
能
と
な
る
。
た
だ
し
、
全
て
の
二
国
間
争
点
を
一
気
に
解
決
し
た
わ
け
で
も
な
く
、
日
本
の
一
部

で
は
『
日
本
経
済
新
聞
』
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
日
加
閣
僚
委
員
会
設
置
の
日
時
が
決
ま
ら
な
い
こ
と
を
疑
問
視

し
、
な
お
一
層
の
「
親
近
感
」
を
求
め
る
動
き
も
あ
っ
た
。

　

政
府
レ
ベ
ル
で
の
会
談
や
交
渉
の
み
が
、
訪
日
目
的
だ
っ
た
の
な
ら
ば
、
よ
り
短
期
間
の
滞
在
に
留
め
た
り
、

あ
る
い
は
逆
に
、
会
談
回
数
を
増
や
す
こ
と
も
で
き
た
で
あ
ろ
う
。
外
訪
は
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
に
と
っ

て
、
外
交
政
策
を
カ
ナ
ダ
国
民
に
誇
示
す
る
こ
と
も
意
味
す
る
。
と
く
に
、
元
外
相
で
あ
り
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

受
賞
な
ど
で
外
交
手
腕
を
評
価
さ
れ
て
い
た
レ
ス
タ
ー
・
ピ
ア
ソ
ン
（Lester Pearson

）
自
由
党
党
首
（
野
党

第
一
党
）
へ
の
対
抗
策
と
し
て
、
有
効
な
面
も
あ
る
か
ら
だ
。
そ
う
し
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
は
、
政
治
的
な
野
心

か
ら
の
訪
問
と
い
う
よ
り
も
、
純
粋
な
宗
教
心
か
ら
、
関
西
学
院
を
カ
ナ
ダ
首
相
は
訪
れ
た
と
理
解
で
き
る
。
つ

ま
り
、
学
内
外
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
の
懇
親
を
深
め
た
か
っ
た
た
め
の
来
学
と
言
う
こ
と
に
な
る
。
一
方
で
上
智
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大
学
へ
の
訪
問
は
、
日
本
国
内
で
最
初
に
で
き
た
、
カ
ナ
ダ
セ
ン
タ
ー
へ
の
謝
意
を
表
し
つ
つ
、
カ
ナ
ダ
国
内
の

カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
へ
の
ア
ピ
ー
ル
面
も
あ
っ
た
。

Ⅱ　

デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
政
権
と
政
治
概
要

　

こ
れ
ま
で
の
主
要
な
英
語
先
行
研
究
に
よ
る
と
、
進
歩
保
守
党
党
首
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
外
交
政
策
全

般
は
、
あ
ま
り
高
く
評
価
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
外
交
（
対
米
関
係
）
が
争
点
と
な
っ
た
総
選
挙
敗
北
を
受
け
て

の
退
陣
で
、
彼
の
統
治
が
終
了
し
た
こ
と
が
、
そ
の
主
要
因
で
あ
る
。
そ
も
そ
も
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
が

カ
ナ
ダ
下
院
総
選
挙
で
勝
利
し
た
の
は
、「
大
番
く
る
わ
せ
」
の
感
が
あ
っ
た
。
選
挙
戦
で
十
分
な
人
数
の
候
補

者
を
た
て
な
か
っ
た
な
ど
、
油
断
し
て
い
た
自
由
党
の
ル
イ
・
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
（Louis Saint Laurent

）
政
権

に
対
し
、
進
歩
保
守
党
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
は
、
一
九
五
七
年
六
月
一
〇
日
の
総
選
挙
で
、
二
六
五
議
席

中
一
一
二
議
席
を
得
て
、
自
由
党
の
一
〇
五
議
席
を
上
回
り
、
組
閣
を
開
始
。
た
だ
し
、
こ
の
政
権
交
代
は
少
数

与
党
政
権
だ
っ
た
た
め
に
、
翌
五
八
年
三
月
三
一
日
に
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
は
、
解
散
総
選
挙
に
打
っ

て
出
る
。
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
率
い
る
進
歩
保
守
党
は
、
ケ
ベ
ッ
ク
州
レ
ベ
ル
で
モ
ー
リ
ス
・
デ
ュ
プ
レ
シ

（M
aurice D

uplessis

）
州
首
相
（
保
守
的
な
ユ
ニ
オ
ン
・
ナ
シ
オ
ナ
ル
党
党
首
）
の
支
持
を
得
た
り
、
野
党
第

一
党
の
ピ
ア
ソ
ン
自
由
党
党
首
へ
の
攻
撃
に
成
功
す
る
な
ど
し
て
、
二
六
五
議
席
中
二
〇
八
議
席
も
の
、
憲
政
史

上
最
大
の
大
勝
利
を
お
さ
め
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
立
役
者
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
は
、
四
年
後
の
総
選
挙

（
一
九
六
二
年
六
月
一
八
日
）
で
は
経
済
不
況
な
ど
も
あ
り
、
少
数
与
党
政
権
し
か
樹
立
で
き
ず
、
政
局
が
流
動

化
。
最
終
的
に
は
一
九
六
三
年
四
月
八
日
の
総
選
挙
で
、自
由
党
の
ピ
ア
ソ
ン
党
首
に
敗
北
し
、下
野
し
て
し
ま
う
。
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元
外
交
官
で
、
外
相
と
し
て
一
九
五
六
年
の
ス
エ
ズ
危
機
時
に
、
国
連
平
和
維
持
軍
を
組
織
し
て
、
英
仏
イ
ス
ラ

エ
ル
軍
を
エ
ジ
プ
ト
か
ら
撤
去
さ
せ
る
の
に
寄
与
し
た
ピ
ア
ソ
ン
は
、
当
該
総
選
挙
で
、
二
六
五
議
席
中
一
二
五

議
席
を
獲
得
。
九
五
議
席
の
み
に
留
ま
っ
た
進
歩
保
守
党
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
を
破
り
、
自
由
党
少
数
与

党
政
権
へ
と
、
政
権
奪
取
し
た
の
で
あ
る
。

　

デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
政
権
崩
壊
の
引
き
金
と
な
っ
た
の
が
、
少
数
与
党
政
権
下
で
の
下
院
不
信
任
決
議
案

可
決
で
あ
る
。
当
時
米
国
の
ジ
ョ
ン
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
（John K

ennedy

）
政
権
と
の
間
で
議
論
と
な
っ
て
い
た
、

核
弾
頭
の
カ
ナ
ダ
国
内
持
ち
込
み
や
カ
ナ
ダ
軍
へ
の
配
備
問
題
が
、具
体
的
な
争
点
と
な
っ
て
い
た
。デ
ィ
ー
フ
ェ

ン
ベ
ー
カ
ー
は
、
北
米
防
空
司
令
部
（N

orth A
m

erican A
ir D

efence Com
m

and=

Ｎノ

ー

ラ

ッ

ド

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｄ
）
お
よ
び

北
大
西
洋
条
約
機
構
（N

orth A
tlantic T

reaty O
rganization=

Ｎナ

ト

ー

Ａ
Ｔ
Ｏ
）
分
属
カ
ナ
ダ
軍
へ
の
核
弾
頭

配
備
に
対
し
て
、対
米
文
書
の
形
で
約
束
し
つ
つ
も
、そ
の
実
行
を
遅ち

延え
ん

さ
せ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
な
デ
ィ
ー
フ
ェ

ン
ベ
ー
カ
ー
政
権
に
対
し
、
自
由
党
や
そ
の
他
の
野
党
が
し
び
れ
を
切
ら
し
た
こ
と
が
、
内
閣
不
信
任
案
可
決
の

要
因
で
あ
る
。
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
反
米
・
反
核
的
言
動
に
対
し
て
、
Ｎナ

ト

ー

Ａ
Ｔ
Ｏ
お
よ
び
Ｎノ

ー

ラ

ッ

ド

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｄ
で

コ
ミ
ッ
ト
し
て
い
た
集
団
的
自
衛
権
に
基
づ
き
、
カ
ナ
ダ
軍
へ
の
核
弾
頭
装
備
に
賛
成
し
た
ピ
ア
ソ
ン
自
由
党
党

首
が
、
総
選
挙
に
勝
利
し
た
の
で
あ
っ
た
。

Ⅲ　

訪
日
に
関
す
る
先
行
研
究
の
不
足

　

こ
れ
ま
で
の
主
要
邦
語
文
献
の
み
な
ら
ず
、
英
語
文
献
で
も
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
に
よ
る
訪
日
は
、
主

要
テ
ー
マ
と
な
っ
て
な
い
。
ま
ず
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
自
身
の
回
顧
録
が
そ
の
代
表
と
な
ろ
う
。
前
任
者
の
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サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
と
違
っ
て
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
自
身
は
、
三
巻
に
の
ぼ
る
回
顧
録
を
執
筆
し
て
い
る
。
回

顧
録
に
あ
り
が
ち
な
、
自
分
の
政
策
に
対
し
て
は
、「
事
実
関
係
を
超
え
た
自
己
弁
護
」
も
見
ら
れ
る
が
、
日
本

に
関
し
て
は
記
述
が
少
な
い
。
そ
の
数
少
な
い
記
述
の
中
で
も
、
敢
え
て
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
が
、
一
九
六
一
年

六
月
の
池
田
隼
人
首
相
に
よ
る
カ
ナ
ダ
訪
問
時
の
様
子
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
デ
ィ
ナ
ー
を
と
り
つ
つ
、
両
首
脳

が
会
談
し
た
様
子
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
結
果
的
に
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
は
、
日
本
国
内
に
お
け
る
カ

ナ
ダ
産
小
麦
市
場
拡
大
に
、
池
田
が
熱
意
を
示
す
よ
う
な
説
得
が
で
き
た
と
記
し
て
い
る
。
な
お
本
論
対
象
に
あ

た
る
、
そ
の
後
の
、
カ
ナ
ダ
首
相
自
身
の
訪
日
に
つ
い
て
は
、
全
く
触
れ
ら
れ
て
い
な
い
。

　

デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
外
交
を
語
る
際
に
必
ず
出
て
く
る
、
政
策
決
定
者
の
文
献
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、

Ｈ
・
バ
ジ
ル
・
ロ
ビ
ン
ソ
ン
（Basil Robinson

）
首
相
特
別
補
佐
官
の
回
顧
録
で
あ
る
。
二
二
年
ぶ
り
の
政
権

交
代
を
受
け
、
時
に
は
ギ
ク
シ
ャ
ク
す
る
首
相
官
邸
と
省
と
の
調
整
役
と
し
て
、
外
務
省
か
ら
出
向
し
、
カ
ナ
ダ

首
相
の
事
実
上
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
役
を
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
務
め
て
来
た
。
そ
の
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
回
顧
録
で
も
、
自

ら
も
随
行
し
た
訪
日
そ
の
も
の
は
、「
紙
幅
の
関
係
で
」
主
要
な
記
述
が
な
い
。
そ
の
代
わ
り
に
、「
と
り
わ
け
メ

キ
シ
コ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
そ
し
て
日
本
」
へ
の
加
首
相
訪
問
は
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー

と
「
い
つ
も
内
助
の
功
が
あ
っ
た
彼
の
妻
、
オ
リ
バ
ー
が
、
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て
多
く
の
友
人
を
つ
く
り
、
そ
の
後

来
る
試
練
に
備
え
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
」
と
の
み
記
し
て
い
る
。

　

よ
り
客
観
的
に
書
か
れ
た
英
語
文
献
も
、
似
た
よ
う
な
感
じ
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
の
政
治
経
済
情
勢
を
ほ
ぼ
同

時
代
的
に
分
析
し
た
、
最
も
権
威
あ
る
『
カ
ナ
ダ
年
鑑
（C

anadian Annual Review

）』
シ
リ
ー
ズ
は
、
日
本
に

つ
い
て
貿
易
関
係
の
み
に
、
主
要
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
香
港
と
並
ん
で
日
本
か
ら
カ
ナ
ダ
へ
の
電
化
や
繊
維
製

品
に
対
す
る
保
護
主
義
的
政
策
が
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
政
権
に
よ
っ
て
提
示
さ
れ
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
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た
。
そ
の
結
果
、
一
九
六
一
年
五
月
一
九
日
に
は
、
ド
ナ
ル
ド
・
フ
レ
ミ
ン
グ
（D

onald Flem
m

ing

）
蔵
相
が
、

自
国
へ
の
割
当
枠
を
厳
格
化
す
る
こ
と
で
、
日
本
に
よ
る
対
加
輸
出
自
主
規
制
が
締
結
さ
れ
た
こ
と
を
発
表
し
た
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
一
〇
月
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
訪
日
は
、
同
年
六
月
に
日
本
国
首
相
が
訪
加
し
た
こ
と

へ
の
返
礼
で
あ
っ
た
が
、
東
京
で
は
池
田
が
、
こ
の
輸
出
自
主
規
制
へ
の
不
満
を
漏
ら
し
た
と
も
指
摘
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
長
期
的
に
見
て
、
カ
ナ
ダ
の
保
護
主
義
は
日
本
に
と
っ
て
も
利
益
に
な
る
と
、
カ
ナ
ダ
首
相
は
主
張

し
、
カ
ナ
ダ
の
政
策
を
正
当
化
し
た
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

　

主
に
カ
ナ
ダ
の
新
聞
や
週
刊
雑
誌
な
ど
を
素
材
に
し
た
、
こ
の
時
代
の
カ
ナ
ダ
外
交
に
つ
い
て
最
も
包
括
的
な

研
究
と
い
え
る
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
プ
レ
ス
ト
ン
（Richard Preston

）
に
よ
る
先
駆
的
研
究
で
は
、
二
八
九
頁

の
本
文
中
、
日
本
は
九
頁
し
か
出
て
こ
な
い
。
そ
こ
で
は
、
一
度
も
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
の
訪
日
は
取

り
上
げ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
な
お
か
つ
日
本
に
対
す
る
最
も
長
い
言
及
は
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
カ
ナ
ダ
の
繊

維
産
業
の
国
際
競
争
力
が
、
日
本
と
比
較
し
て
、
劣
っ
て
き
た
と
い
う
事
実
の
列
記
だ
け
に
留
ま
っ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
伝
記
と
し
て
は
、
最
も
包
括
的
に
資
料
を
渉し
ょ
う
り
ょ
う猟
し
て
書
か
れ
た
、
デ

ニ
ス
・
ス
ミ
ス
（D

enis Sm
ith

）
に
よ
る
『
な
ら
ず
者
の
保
守
党
員
（The Rogue Tory

）』
が
あ
る
。
こ
の
傑

作
で
も
、
日
本
に
関
す
る
言
及
そ
の
も
の
を
、
一
九
四
一
年
の
真
珠
湾
攻
撃
の
み
に
絞
っ
て
い
る
。
対
米
関
係
、

経
済
運
営
、あ
る
い
は
英
連
邦
に
お
け
る
南
ア
フ
リ
カ
共
和
国
へ
の
態
度
の
よ
う
な
、よ
り
重
要
な
案
件
が
デ
ィ
ー

フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
時
代
に
は
、
山
積
し
て
い
た
と
の
印
象
を
、
こ
の
研
究
は
与
え
て
い
る
。

　

日
加
関
係
に
焦
点
を
絞
っ
た
先
行
文
献
も
、
似
た
よ
う
な
結
果
で
あ
る
。
一
九
八
〇
年
に
発
刊
さ
れ
た
日
加
関

係
に
つ
い
て
の
国
際
会
議
の
報
告
集
は
、
キ
ー
ス
・
Ａ
・
Ｊ
・
ヘ
イ
（K

eith H
ay

）
編
集
の
先
駆
け
的
な
刊
行

物
で
あ
っ
た
が
、
一
九
六
一
年
の
両
国
首
脳
相
互
訪
問
に
つ
い
て
は
、
議
論
の
対
象
と
し
て
い
な
い
。
フ
ラ
ン
ク
・
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ラ
ン
グ
ド
ン
（Frank Langdon

）
の
古
典
的
研
究
も
、
こ
の
時
代
の
多
国
間
制
度
に
お
い
て
、
日
加
関
係
を
位

置
づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
が
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
の
来
日
に
は
触
れ
て
い
な
い
。

　

反
面
、
こ
れ
ら
と
比
べ
て
若
干
詳
し
い
取
り
扱
い
も
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
、
ク
ラ
ウ
ス
・
プ
リ
ン

グ
ス
ハ
イ
ム
（K

laus Pringsheim

）
の
研
究
は
一
八
七
〇
年
か
ら
一
九
八
二
年
ま
で
の
日
加
関
係
を
取
り
扱
い
、

包
括
的
に
描
写
し
て
い
る
。
そ
の
研
究
で
も
、
一
九
六
一
年
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
訪
日
に
関
し
て
は
、
後

述
す
る
フ
ラ
ン
ク
・
ブ
ル
（Frank Bull

）
駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
の
証
言
を
、
記
録
し
て
い
る
こ
と
が
目
立
つ
の
み

で
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
か
ら
六
〇
年
代
前
半
の
二
国
間
関
係
を
「
一
連
の
前
向
き
か
つ
相
互
互
恵
的
な
発
展
」

が
あ
っ
た
と
、
み
な
し
て
い
る
だ
け
だ
。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
八
年
に
発
刊
さ
れ
た
、
日
加
関
係
史
の
英
文
論
文
集

で
も
、
大
き
な
ト
ピ
ッ
ク
と
は
な
っ
て
い
な
い
。
パ
ト
リ
シ
ア
・
Ｅ
・
ロ
イ
（Patricia Roy

）
が
、
デ
ィ
ー
フ
ェ

ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
は
一
九
六
一
年
来
日
時
に
、
カ
ナ
ダ
国
内
で
企
業
経
営
や
技
術
供
与
を
望
む
日
本
人
お
よ
び
そ

の
親
族
へ
の
永
住
権
を
、
一
五
〇
名
ま
で
認
め
る
と
発
表
し
た
と
特
筆
。
そ
の
結
果
、
こ
の
永
住
権
拡
大
が
日
本

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
評
判
に
な
っ
た
と
、
書
い
て
い
る
の
み
で
あ
る
。

　

唯
一
の
例
外
と
し
て
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
訪
日
時
の
関
西
学
院
大
学
訪
問
に
言
及
し
て
い
る
の
は
、
ジ

ム
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
―
ミ
ラ
ー
（Jim

 Cam
pbell-M

iller

）、
マ
イ
ケ
ル
・
キ
ャ
ロ
ル
（M

ichael Carroll

）、
そ
し

て
グ
レ
ッ
グ
・
ド
ナ
ヒ
ー
（Greg D

onaghy

）
に
よ
る
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
ア
ジ
ア
外
交
再
評
価
論

で
あ
る
。
論
文
集
の
中
で
の
こ
の
一
章
は
、
日
加
閣
僚
会
議
へ
の
賛
同
と
と
も
に
、
日
本
人
が
カ
ナ
ダ
に
入
国
す

る
際
の
規
制
緩
和
を
、
カ
ナ
ダ
首
相
が
発
表
し
た
と
述
べ
た
。
そ
の
上
で
、
関
西
学
院
大
学
で
の
日
曜
礼
拝
式
に
、

デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
が
参
加
し
た
事
実
も
、
彼
ら
は
付
け
加
え
て
い
る
。

　

な
お
、
邦
語
文
献
も
似
た
よ
う
に
、
研
究
発
展
の
余
地
を
残
し
て
い
る
。
最
も
包
括
的
に
こ
の
時
代
の
日
加
関



14

係
を
取
り
扱
っ
た
、
大
熊
忠
之
に
よ
る
学
術
論
文
で
は
、
多
国
間
争
点
に
お
い
て
、
当
時
の
池
田
首
相
と
デ
ィ
ー

フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
が
合
意
し
た
こ
と
を
記
し
、
こ
の
時
代
の
カ
ナ
ダ
外
交
を
「
普
遍
主
義
」
を
特
色
と
す
る

と
い
う
、
ユ
ニ
ー
ク
な
結
論
を
提
示
し
て
い
る
。「
普
遍
主
義
」
の
枠
組
み
で
、
二
国
間
関
係
を
発
展
さ
せ
る
試

み
は
、
実
際
こ
の
訪
問
時
に
も
存
在
し
、
ま
さ
に
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
や
記
者
会
見
で
そ
れ
ら
は
明
ら
か
に
な
っ
て

い
る
。
そ
の
一
方
で
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
来
訪
時
の
行
事
な
ど
は
詳
述
さ
れ
て
い
な
い
。

Ⅳ　

池
田
隼
人
首
相
と
の
三
回
の
会
談

　

こ
の
時
の
カ
ナ
ダ
首
相
国
賓
訪
日
の
最
大
目
的
は
、
昭
和
天
皇
皇
后
両
陛
下
と
の
会
見
や
午ご

餐さ
ん

を
除
く
と
、
日

本
国
首
相
と
の
会
談
で
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
日
程
中
、
一
〇
月
二
七
日
、
二
八
日
、
三
一
日
の
三
日
間

を
池
田
首
相
と
の
会
談
に
あ
て
て
い
る
。
日
加
友
好
促
進
と
国
際
情
勢
の
意
見
交
換
が
主
な
議
題
と
な
っ
た
。
具

体
的
に
は
、
両
国
の
貿
易
拡
大
、
す
で
に
約
し
あ
っ
て
い
た
日
加
閣
僚
委
員
会
の
発
足
、
日
本
の
経
済
協
力
開

発
機
構
（O

rganization for Econom
ic Co-operation and D

evelopm
ent=

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
）
へ
の
加
盟
問
題
、

国
際
連
合
な
ど
で
の
日
加
協
力
の
推
進
お
よ
び
核
軍
縮
の
追
求
な
ど
で
あ
っ
た
。
加
首
相
の
離
日
前
に
発
表
さ
れ

た
共
同
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
な
ど
に
よ
る
と
、
東
西
ド
イ
ツ
の
ベ
ル
リ
ン
封
鎖
問
題
や
中
国
や
南
北
ベ
ト
ナ
ム
を
含
む

東
南
ア
ジ
ア
情
勢
に
関
し
て
、
相
互
分
析
を
確
認
し
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
さ
ら
に
、
ソ
連
が
計
画
し
た
大
規

模
核
実
験
に
は
、
断
固
と
し
て
反
対
し
、
国
連
な
ど
の
機
関
で
、「
す
べ
て
の
核
爆
発
実
験
が
直
ち
に
停
止
さ
れ
、

か
か
る
実
験
が
実
効
的
な
国
際
的
な
査
察
の
制
度
に
よ
っ
て
永
久
に
禁
止
さ
れ
る
よ
う
な
条
約
締
結
の
話
し
合
い

が
早
急
に
再
開
さ
れ
る
こ
と
」
が
必
須
だ
と
、
両
首
脳
は
共
同
で
述
べ
て
い
る
。
国
連
総
会
に
お
け
る
日
加
協
力
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強
化
で
軍
縮
を
推
進
す
る
こ
と
に
も
、
首
脳
レ
ベ
ル
で
合
意
を
得
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
ケ
ネ
デ
ィ
米
政
権
と
の
間
に
抱
え
て
い
た
よ
う
な
、
深
刻
な
加
米
摩
擦
は
、
日
加
間
で
は
ほ
と

ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
一
方
で
特
に
日
本
側
の
政
策
目
的
が
完
全
に
達
成
さ
れ
な
い
よ
う
な
、
二
国
間
争
点
も
存
在

し
て
い
た
。
そ
の
一
つ
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
問
題
で
あ
っ
た
。
加
盟
に
対
し
て
カ
ナ
ダ
の
支
持
を
求
め
た

池
田
に
対
し
て
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
は
、
加
盟
国
の
中
に
は
、
日
本
を
正
式
に
認
め
る
こ
と
に
反
対
し
て

い
る
勢
力
が
い
る
と
指
摘
し
つ
つ
も
、
加
首
相
自
身
は
日
本
の
「
加
盟
申
請
に
好
意
的
な
」
立
場
を
と
る
と
発
言
。

日
本
の
加
盟
に
よ
り
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
自
体
が
強
化
さ
れ
る
と
、
カ
ナ
ダ
は
み
な
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
会
談

の
最
後
で
、
日
本
加
盟
に
関
し
て
カ
ナ
ダ
は
好
意
的
に
考
慮
し
て
く
れ
て
い
る
事
実
を
、
内
閣
官
房
長
官
声
明
と

し
て
出
し
て
よ
い
か
、
小
坂
善
太
郎
外
相
が
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
に
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
や
ん
わ
り
と
断
ら
れ

た
。
カ
ナ
ダ
首
相
に
よ
る
と
、
公
式
発
表
は
「
時
期
尚
早
」
で
あ
り
、
カ
ナ
ダ
が
「
世
間
の
注
目
な
し
に
」
秘
密

裡
に
行
動
し
た
方
が
、
関
係
者
全
員
に
と
っ
て
よ
い
と
応
じ
て
い
る
。
日
本
側
も
こ
の
戦
術
に
同
意
し
た
よ
う
で

あ
る
。

　

ま
た
、
日
加
貿
易
が
カ
ナ
ダ
側
の
輸
出
超
過
に
な
っ
て
い
た
こ
と
も
日
本
側
は
問
題
視
し
て
い
た
。
会
談
で
は
、

日
本
は
北
米
と
の
間
に
五
億
ド
ル
の
貿
易
赤
字
を
抱
え
、
そ
れ
が
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
の
二
億
ド
ル
の
貿
易

黒
字
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
、
小
坂
外
相
が
伝
え
た
。
そ
の
た
め
に
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
多
く
の
ク
レ
ー
ム

が
来
て
お
り
、
そ
れ
が
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
望
ま
し
く
な
い
こ
と
、
さ
ら
に
、
カ
ナ
ダ
と
の
貿
易
赤
字
削
減

の
た
め
に
、
既
存
の
日
本
側
の
対
加
輸
出
自
主
規
制
、
す
な
わ
ち
、
対
加
輸
出
枠
の
削
減
を
望
ん
だ
。
カ
ナ
ダ
側

の
答
え
は
、
両
国
が
加
盟
し
て
い
る
協
定
の
枠
内
で
、「
相
互
に
利
益
の
あ
る
貿
易
を
秩
序
あ
る
基
礎
の
上
に
い
っ

そ
う
拡
大
す
る
」
と
の
「
再
確
認
」
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
で
謳
い
つ
つ
も
、
個
々
の
争
点
に
関
し
て
は
、
閣
議
で
議
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論
す
る
こ
と
を
約
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
東
京
滞
在
中
に
、
カ
ナ
ダ
が
日
本
に
貿
易
面
で
「
最
恵
国
待

遇
」
を
与
え
て
い
る
数
少
な
い
国
家
で
あ
る
こ
と
も
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
は
池
田
に
、
思
い
起
こ
さ
せ
て

い
る
。
な
お
、
こ
の
日
加
貿
易
不
均
衡
の
解
決
策
と
し
て
、
池
田
は
日
加
閣
僚
委
員
会
の
設
置
日
時
を
、
デ
ィ
ー

フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
来
日
中
に
発
表
す
る
こ
と
も
求
め
た
が
、
そ
の
点
も
期
待
外
れ
に
お
わ
っ
た
。
一
九
六
一
年

一
一
月
一
日
付
の
『
日
本
経
済
新
聞
』
は
、
カ
ナ
ダ
が
総
選
挙
前
の
政
治
状
況
に
あ
る
こ
と
と
、
米
加
関
係
と
異

な
り
日
本
と
の
関
係
は
「
親
近
感
が
薄
か
っ
た
」
た
め
に
、
具
体
的
日
程
が
決
め
ら
れ
な
か
っ
た
と
、
解
説
し

た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
財
界
は
、
閣
僚
委
員
会
開
催
が
決
ま
っ
た
こ
と
自
体
を
、
対
加
関
係
強
化
と
カ
ナ

ダ
国
内
へ
の
日
系
企
業
進
出
の
足
場
に
な
る
と
み
て
、
歓
迎
し
て
い
る
。
実
際
、
一
九
六
三
年
一
月
に
は
日
加

閣
僚
委
員
会
が
発
足
し
、
東
京
で
会
合
を
開
催
し
、
当
時
の
ブ
ル
駐
日
加
大
使
は
、「
と
て
も
う
ま
く
い
っ
た
」

と
、
評
価
し
た
。
カ
ナ
ダ
と
の
貿
易
関
係
も
そ
の
後
拡
大
し
、
一
九
六
〇
年
の
二
億
八
千
九
百
万
ド
ル
（
日
本
に

と
っ
て
六
千
九
百
万
ド
ル
の
対
加
輸
入
超
過
）
か
ら
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
政
権
末
期
の
一
九
六
三
年
に
は
、

四
億
二
千
六
百
万
ド
ル
（
一
億
六
千
六
百
万
ド
ル
の
対
加
輸
入
超
過
）
ま
で
、
順
調
に
伸
び
て
行
っ
た
。

Ⅴ　

関
西
学
院
大
学
訪
問
を
決
定
し
た
過
程

　

こ
の
よ
う
な
旅
程
で
、
最
重
要
公
務
で
あ
る
会
談
を
実
施
し
つ
つ
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
は
関
西
学

院
大
学
を
訪
問
し
た
。
な
ぜ
敢
え
て
関
西
学
院
に
し
た
の
か
、
当
時
の
状
況
か
ら
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
考
え
ら

れ
る
。
ま
ず
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
自
身
が
、
敬け
い
け
ん虔
な
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
キ
リ
ス
ト
教
徒

だ
っ
た
こ
と
が
大
き
い
。
日
曜
礼
拝
式
出
席
も
欠
か
さ
な
か
っ
た
た
め
に
、
関
西
学
院
大
学
側
で
は
、
フ
ラ
ン
シ
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ス
・
ミ
ュ
ア
（Francis H

. M
uir

）
師
と
イ
ア
ン
・
マ
ク
ロ
ー
ド
（Ian M

acLeod

）
師
が
出
迎
え
、
首
相
自

身
が
「
日
課
を
読
み
上
げ
る
こ
と
を
行
っ
た
」
記
録
が
残
っ
て
い
る
。
そ
の
後
一
〇
月
三
〇
日
に
も
、デ
ィ
ー
フ
ェ

ン
ベ
ー
カ
ー
夫
妻
は
、
横
浜
に
あ
る
英
連
邦
戦
死
者
墓
地
で
祈
り
を
さ
さ
げ
た
後
に
、
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教
会
に
よ

る
特
別
礼
拝
式
に
も
参
加
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
当
時
の
社
会
情
勢
に
お
け
る
宗
教
や
信
仰
の
重

み
や
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
夫
妻
に
と
っ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
の
重
要
性
が
、
理
解
で
き
よ
う
。

　

具
体
的
な
決
定
過
程
を
み
て
い
こ
う
。
今
回
の
訪
日
は
、
そ
も
そ
も
六
月
に
実
行
さ
れ
た
池
田
日
本
国
首
相
の

訪
加
へ
の
返
礼
、
す
な
わ
ち
、
相
互
訪
問
の
一
つ
と
し
て
計
画
さ
れ
た
。
カ
ナ
ダ
側
の
資
料
に
よ
る
と
、
八
月
九

日
付
の
ブ
ル
駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
か
ら
の
カ
ナ
ダ
外
務
省
宛
て
通
達
で
、
一
〇
月
下
旬
に
加
首
相
が
訪
日
す
る
こ
と

を
池
田
首
相
も
望
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
「
日
本
が
継
続
し
て
西
側
諸
国
の
政
策
に
同
調
す
る
こ
と
が
極
め
て

重
要
な
時
期
」
で
あ
り
、
日
加
関
係
強
化
に
役
立
つ
と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
加
首
相
訪
日
が
少
な
く
と
も
五

日
間
以
上
に
な
る
こ
と
で
、
東
京
以
外
の
場
所
を
訪
問
し
、
地
方
の
発
展
や
歴
史
的
建
造
物
も
見
学
さ
れ
る
こ
と

を
、
ブ
ル
大
使
は
意
見
具
申
し
た
。
八
月
三
〇
日
付
け
の
日
本
か
ら
の
通
達
に
よ
る
と
、
当
時
の
小
坂
外
務
大
臣

が
、
具
体
的
に
京
阪
神
へ
の
訪
問
も
含
め
、
少
な
く
と
も
六
日
間
の
対
日
滞
在
を
望
む
招
聘
を
行
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
在
日
期
間
を
決
め
る
の
は
、
あ
く
ま
で
も
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
本
人
で
あ
る
こ
と
も
、
日
本
側
は
理

解
し
て
い
た
。
実
際
、
訪
日
を
受
諾
す
る
九
月
六
日
付
け
の
打
電
文
書
で
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
関
係
で
六
日
間

の
滞
在
は
不
可
能
で
あ
る
し
、
ほ
か
の
閣
僚
は
訪
日
一
行
に
は
含
ま
れ
な
い
が
、
カ
ナ
ダ
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
関
係

者
は
同
行
す
る
こ
と
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。

　

訪
日
期
間
が
、
一
〇
月
二
六
日
羽
田
空
港
着
で
、
三
一
日
に
羽
田
発
と
決
ま
る
と
、
日
曜
日
を
ど
う
過
ご
す
か

も
課
題
と
な
る
。
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
が
望
ん
だ
の
は
、
二
九
日
日
曜
日
の
礼
拝
式
へ
の
参
加
で
あ
り
、
関
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西
地
方
で
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
当
初
は
京
都
付
近
に
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
所
属
の
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
教

会
が
な
い
か
、
探
し
た
が
、
九
月
一
八
日
付
の
本
省
資
料
に
は
、
そ
れ
が
な
か
な
か
難
し
い
と
書
か
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
訪
日
旅
程
が
ほ
ぼ
決
ま
っ
た
、
九
月
二
八
日
付
け
カ
ナ
ダ
外
務
省
資
料
に
も
、
カ
ナ
ダ
系
の
バ
プ
テ
ィ

ス
ト
教
会
な
ど
の
京
都
地
域
に
お
け
る
所
在
調
査
の
必
要
性
も
、
付
け
加
え
ら
れ
て
い
る
。
適
切
な
教
会
が
準
備

で
き
る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
と
、
関
西
で
カ
ナ
ダ
人
宣
教
師
等
と
会
う
予
定
を
組
む
こ
と
も
、
駐
日
カ
ナ
ダ
大

使
館
の
役
割
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

結
果
的
に
は
、
ブ
ル
大
使
な
ど
の
推
薦
が
効
い
た
よ
う
で
、
一
〇
月
一
〇
日
付
け
の
カ
ナ
ダ
外
務
省
か
ら
駐
日

カ
ナ
ダ
大
使
館
に
宛
て
た
打
電
文
書
で
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
が
関
西
学
院
で
開
催
さ
れ
る
特
別
礼
拝
式
に
、

喜
ん
で
参
加
す
る
意
向
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
に
送
ら
れ
た
一
〇
月
一
六
日

付
の
関
西
学
院
か
ら
の
書
簡
で
は
、
首
相
参
加
へ
の
謝
意
と
今
回
の
礼
拝
式
が
あ
く
ま
で
も
非
公
式
的
な
性
格
で

あ
る
と
さ
れ
た
。
こ
の
書
簡
を
送
っ
た
の
は
、
後
述
す
る
ロ
イ
ド
・
Ｂ
・
グ
レ
ア
ム
（Lloyd Graham

）
教
授

を
長
と
し
、
ミ
ュ
ア
と
マ
ク
ロ
ー
ド
が
名
を
連
ね
た
招
聘
委
員
会
で
あ
っ
た
。
興
味
深
い
こ
と
に
は
、
こ
の
書
簡

で
、
わ
ざ
わ
ざ
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
に
対
し
て
、
礼
拝
式
中
に
、
新
約
聖
書
の
「
使
徒
言
行
録
」
十
六

行
か
ら
三
一
行
の
「
日
課
を
読
む
」
こ
と
を
依
頼
し
て
お
り
、
実
際
、
彼
は
そ
れ
に
応
え
た
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
宗
派
を
超
え
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
礼
拝
式
に
、
現
役
の
内
閣
総
理
大
臣
を
参
加
さ
せ
る
に
あ
た
り
、
か
な

り
の
下
準
備
も
行
っ
た
よ
う
な
カ
ナ
ダ
側
の
形
跡
も
あ
る
。
ま
ず
、
一
〇
月
二
〇
日
付
け
の
打
電
文
書
で
、
ブ
ル

大
使
は
、
自
ら
関
西
学
院
の
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
問
し
、「
大
学
当
局
や
カ
ナ
ダ
人
ス
タ
ッ
フ
メ
ン
バ
ー
が
、
首
相

と
そ
の
一
行
に
対
し
て
、
適
切
な
礼
拝
行
事
を
供
す
る
た
め
の
努
力
を
し
て
い
る
こ
と
に
感
銘
し
た
」
と
記
し
て

い
る
。
招
聘
委
員
会
の
カ
ナ
ダ
人
教
員
な
ど
に
対
す
る
調
査
も
、カ
ナ
ダ
外
務
省
は
怠
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
Ｃ
・
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Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
（Bates

）
博
士
や
Ｈ
・
Ｗ
・
ア
ウ
タ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
（O

uterbridge

）
博
士
が
、
関
西
学
院
の

発
展
に
寄
与
し
た
こ
と
や
彼
ら
な
ど
を
通
じ
て
、
カ
ナ
ダ
と
の
縁
が
深
い
こ
と
、
そ
し
て
当
時
五
名
も
の
カ
ナ
ダ

人
専
任
教
員
が
い
た
こ
と
と
、
そ
の
履
歴
な
ど
も
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。

　
Ⅵ　

関
西
学
院
大
学
へ
の
訪
問
、
礼
拝
と
そ
の
後

　

デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
の
来
学
に
つ
い
て
、
当
時
の

学
生
新
聞
で
あ
る
、『
関
西
学
院
新
聞
（
現
在
の
関
西
学
院
大
学

新
聞
）』
な
ど
は
、
以
下
の
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。
一
行
二
〇
名

を
伴
い
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
は
、
関
西
学
院
大
学

上
ヶ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
の
ラ
ン
バ
ス
記
念
礼
拝
堂
に
、
朝
八
時
半

に
到
着
。
一
五
分
間
、
関
西
在
住
の
カ
ナ
ダ
人
な
ど
と
歓
談
し

た
後
に
、
小
宮
孝
院
長
お
よ
び
堀
経
夫
学
長
を
は
じ
め
と
す
る
、

関
西
学
院
関
係
者
約
百
名
と
と
も
に
、
礼
拝
式
を
実
施
し
た
。

　

礼
拝
式
そ
の
も
の
は
、
ミ
ュ
ア
師
に
よ
っ
て
実
施
さ
れ
、
説

教
を
し
た
の
は
、
マ
ク
ロ
ー
ド
師
だ
っ
た
。
両
者
と
も
カ
ナ
ダ

合
同
教
会
の
牧
師
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
特
別
礼
拝
式
の
招
聘

委
員
会
に
は
、
一
九
五
八
年
に
同
教
会
か
ら
赴
任
し
た
宣
教
師

兼
専
任
教
授
と
し
て
、
グ
レ
ア
ム
も
参
加
し
て
い
た
。
グ
レ
ア

ディーフェンベーカー加首相と小宮孝関西学院院長
（学院史編纂室所蔵）



20

ム
は
、
一
九
二
二
年
に
ア
ル
バ
ー
タ
州
カ
ル
ガ
リ
ー
で
生
ま
れ
、
第
二
次
世
界
大
戦
前
の
約
二
年
間
、
カ
ナ
ダ
政

府
の
日
本
語
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
受
講
し
、
日
本
語
を
学
び
、
終
戦
後
に
は
、
連
合
国
軍
最
高
司
令
官
総
司
令
部

（General H
eadquarters=

Ｇ
Ｈ
Ｑ
）
の
通
訳
・
翻
訳
官
な
ど
を
務
め
た
。

　

一
旦
、
カ
ナ
ダ
に
帰
省
し
た
グ
レ
ア
ム
は
、
一
九
五
〇
年
に
ト
ロ
ン
ト
大
学
大
学
院
修
士
課
程
で
社
会
事
業
学

（social w
ork

）
の
修
士
号
を
取
得
後
、
一
九
五
一
年
に
カ
ナ
ダ
合
同
教
会
の
宣
教
師
と
し
て
再
来
日
。
横
須
賀

キ
リ
ス
ト
教
社
会
館
や
日
米
孤
児
救
済
合
同
委
員
会
な
ど
で
、
牧
師
と
し
て
社
会
福
祉
の
実
践
活
動
に
従
事
し
、

日
本
語
に
も
極
め
て
堪
能
だ
っ
た
。
そ
の
後
の
一
九
五
六
年
か
ら
二
年
間
、
カ
ナ
ダ
に
帰
国
し
、
ト
ロ
ン
ト
大
学

大
学
院
博
士
課
程
で
学
び
、
同
大
に
お
け
る
社
会
事
業
学
博
士
（D

octor of Social W
ork=

Ｄ
Ｓ
Ｗ
）
第
一
号

を
取
得
し
、
関
西
学
院
大
学
助
教
授
と
し
て
赴
任
し
て
い
た
。
グ
レ
ア
ム
は
、
一
九
六
〇
年
の
開
設
時
に
、
社
会

学
部
教
授
に
も
な
り
、
一
九
六
六
年
三
月
に
ト
ロ
ン
ト
大
学
教
授
と
し
て
帰
国
す
る
ま
で
、「
社
会
福
祉
組
織
論
」

な
ど
を
教
え
た
。
そ
し
て
、
今
回
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
訪
問
の
発
起
人
的
役
割
を
も
お
っ
て
い
た
。
実
際
、

グ
レ
ア
ム
教
授
が
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
の
た
め
の
特
別
礼
拝
式
の
長
と
し
て
、
駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
館
を

通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
な
手
配
を
実
行
し
た
記
録
が
、
一
部
残
っ
て
い
る
。
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
自
身
も
、

出
身
や
選
挙
地
盤
が
ア
ル
バ
ー
タ
州
で
あ
り
、
グ
レ
ア
ム
と
同
郷
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
も
、
招
聘
に
は
有
利
に
働

い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

実
際
の
特
別
礼
拝
式
は
、
祈
り
や
讃
美
歌
『
聖
な
る
、
聖
な
る
、
聖
な
る
か
な 

（
“Holy, H

oly, H
oly

”）』
の

合
唱
な
ど
か
ら
始
ま
っ
た
。
そ
の
後
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
は
自
ら
、
聖
書
の
日
課
と
し
て
、「
使
徒
言

行
録
」
の
第
一
七
章
の
一
部
を
引
用
し
た
。
現
存
す
る
当
時
の
礼
拝
案
内
に
よ
る
と
、具
体
的
に
は
、デ
ィ
ー
フ
ェ

ン
ベ
ー
カ
ー
は
、
以
下
の
内
容
を
英
語
で
朗
読
し
た
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
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「
16 

さ
て
、
パ
ウ
ロ
は
ア
テ
ネ
で
彼
ら
を
待
っ
て
い
る
間
に
、
市
内
に
偶
像
が
お
び
た
だ
し
く
あ
る
の
を
見
て
、

心
に
憤
り
を
感
じ
た
。

17 
そ
こ
で
彼
は
、
会
堂
で
は
ユ
ダ
ヤ
人
や
信
心
深
い
人
た
ち
と
論
じ
、
広
場
で
は
毎
日
そ
こ
で
出
会
う
人
々
を

相
手
に
論
じ
た
。 

18 

ま
た
、
エ
ピ
ク
ロ
ス
派
や
ス
ト
ア
派
の
哲
学
者
数
人
も
、
パ
ウ
ロ
と
議
論
を
戦
わ
せ
て
い
た
が
、
そ
の
中
の

あ
る
者
た
ち
が
言
っ
た
、「
こ
の
お
し
ゃ
べ
り
は
、
い
っ
た
い
、
何
を
言
お
う
と
し
て
い
る
の
か
」。
ま
た
、
ほ
か

の
者
た
ち
は
、「
あ
れ
は
、
異
国
の
神
々
を
伝
え
よ
う
と
し
て
い
る
ら
し
い
」
と
言
っ
た
。
パ
ウ
ロ
が
、
イ
エ
ス

と
復
活
と
を
、
宣
べ
伝
え
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。 

19 

そ
こ
で
、
彼
ら
は
パ
ウ
ロ
を
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
の
評
議
所
に
連
れ
て
行
っ
て
、「
君
の
語
っ
て
い
る
新
し
い
教
が

ど
ん
な
も
の
か
、
知
ら
せ
て
も
ら
え
ま
い
か
。 

20 

君
が
な
ん
だ
か
珍
ら
し
い
こ
と
を
わ
れ
わ
れ
に
聞
か
せ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
が
な
ん
の
事
な
の
か
知
り
た
い

と
思
う
の
だ
」
と
言
っ
た
。 

21 

い
っ
た
い
、
ア
テ
ネ
人
も
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
る
外
国
人
も
み
な
、
何
か
耳
新
し
い
こ
と
を
話
し
た
り
聞
い

た
り
す
る
こ
と
の
み
に
、
時
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
あ
る
。 

22 

そ
こ
で
パ
ウ
ロ
は
、
ア
レ
オ
パ
ゴ
ス
の
評
議
所
の
ま
ん
中
に
立
っ
て
言
っ
た
。「
ア
テ
ネ
の
人
た
ち
よ
、
あ
な

た
が
た
は
、
あ
ら
ゆ
る
点
に
お
い
て
、
す
こ
ぶ
る
宗
教
心
に
富
ん
で
お
ら
れ
る
と
、
わ
た
し
は
見
て
い
る
。 

23 

実
は
、わ
た
し
が
道
を
通
り
な
が
ら
、あ
な
た
が
た
の
拝
む
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
、よ
く
見
て
い
る
う
ち
に
、『
知

ら
れ
な
い
神
に
』
と
刻
ま
れ
た
祭
壇
も
あ
る
の
に
気
が
つ
い
た
。
そ
こ
で
、
あ
な
た
が
た
が
知
ら
ず
に
拝
ん
で
い

る
も
の
を
、
い
ま
知
ら
せ
て
あ
げ
よ
う
。 
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24 

こ
の
世
界
と
、
そ
の
中
に
あ
る
万
物
と
を
造
っ
た
神
は
、
天
地
の
主
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
手
で
造
っ
た
宮
な

ど
に
は
お
住
み
に
な
ら
な
い
。 

25 
ま
た
、
何
か
不
足
で
も
し
て
お
る
か
の
よ
う
に
、
人
の
手
に
よ
っ
て
仕
え
ら
れ
る
必
要
も
な
い
。
神
は
、
す

べ
て
の
人
々
に
命
と
息
と
万
物
と
を
与
え
、 

26 

ま
た
、
ひ
と
り
の
人
か
ら
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
を
造
り
出
し
て
、
地
の
全
面
に
住
ま
わ
せ
、
そ
れ
ぞ
れ
に
時
代

を
区
分
し
、
国
土
の
境
界
を
定
め
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。 

27 

こ
う
し
て
、
人
々
が
熱
心
に
追
い
求
め
て
捜
し
さ
え
す
れ
ば
、
神
を
見
い
だ
せ
る
よ
う
に
し
て
下
さ
っ
た
。

事
実
、
神
は
わ
れ
わ
れ
ひ
と
り
び
と
り
か
ら
遠
く
離
れ
て
お
い
で
に
な
る
の
で
は
な
い
。 

28 

わ
れ
わ
れ
は
神
の
う
ち
に
生
き
、動
き
、存
在
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。あ
な
た
が
た
の
あ
る
詩
人
た
ち
も
言
っ

た
よ
う
に
、『
わ
れ
わ
れ
も
、
確
か
に
そ
の
子
孫
で
あ
る
』。 

29 

こ
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
は
神
の
子
孫
な
の
で
あ
る
か
ら
、
神
た
る
者
を
、
人
間
の
技
巧
や
空
想
で
金
や
銀

や
石
な
ど
に
彫
り
付
け
た
も
の
と
同
じ
と
、
見
な
す
べ
き
で
は
な
い
。 

30 

神
は
、
こ
の
よ
う
な
無
知
の
時
代
を
、
こ
れ
ま
で
は
見
過
ご
し
に
さ
れ
て
い
た
が
、
今
は
ど
こ
に
お
る
人
で
も
、

み
な
悔
い
改
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
命
じ
て
お
ら
れ
る
。 

31 

神
は
、
義
を
も
っ
て
こ
の
世
界
を
さ
ば
く
た
め
そ
の
日
を
定
め
、
お
選
び
に
な
っ
た
か
た
に
よ
っ
て
そ
れ
を

な
し
遂
げ
よ
う
と
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
こ
の
か
た
を
死
人
の
中
か
ら
よ
み
が
え
ら
せ
、
そ
の
確
証
を
す
べ

て
の
人
に
示
さ
れ
た
の
で
あ
る
」。

　

な
お
、祝き

祷と
う

は
今
田
恵
関
西
学
院
元
院
長
（
当
時
理
事
長
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
、記
念
品
贈
呈
（presentation

）

は
小
宮
院
長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
。
ほ
か
に
、『
イ
エ
ス
、
汝
は
愛
す
る
心
の
よ
ろ
こ
び
（
“Jesus, T

hou Joy 
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of Loving H
earts

”）』
や
『
東
や
西
で
も
（
“In Christ T

here Is N
o East or W

est

”）』
の
二
曲
の
讃
美
歌

も
歌
わ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
以
上
の
お
ぜ
ん
立
て
は
、
主
に
関
西
学
院
側
が
実
施
し
た
が
、
そ
れ
を
受
諾
し
た
事

実
か
ら
は
、
人
権
を
重
ん
じ
、
カ
ナ
ダ
の
一
体
化
を
目
指
し
た
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
と

し
て
の
選
好
も
見
て
取
れ
る
。
実
際
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
回
顧
録
は
、
首
相
に
な
る
前
の
第
二
次
世
界

大
戦
中
の
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
・
キ
ン
グ
（M

ackenzie K
ing

）
自
由
党
政
権
の
政
策
を
、
批
判
の
対
象
と
し
て
い
る
。

と
り
わ
け
問
題
視
さ
れ
た
の
が
、
キ
ン
グ
首
相
に
よ
る
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
財
産
没
収
と
抑
留
（
強
制
収
容
）
策
で

あ
っ
た
。

　

デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
は
一
九
七
五
年
と
い
う
、
ま
だ
日
系
カ
ナ
ダ
人
に
対
す
る
損
害
賠
償
や
名
誉
回
復
な

ど
の
リ
ド
レ
ス
（redress

）
運
動
が
本
格
化
す
る
前
に
、
以
下
の
よ
う
に
回
顧
録
に
わ
ざ
わ
ざ
記
し
た
。「
戦
時

に
お
い
て
、安
全
保
障
と
生
存
が
重
要
だ
と
い
う
原
則
を
私
は
疑
う
こ
と
は
な
か
っ
た
」
も
の
の
、あ
る
集
団
「
全

部
の
人
々
を
対
象
に
し
て
、
人
種
を
理
由
に
か
れ
ら
を
悪
人
と
し
て
誹ひ
ぼ
う
ち
ゅ
う
し
ょ
う

謗
中
傷
す
る
こ
と
を
、
私
は
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
」
と
。
む
ろ
ん
、
政
敵
で
あ
る
自
由
党
の
キ
ン
グ
や
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
政
権
へ
の
対
抗
策

と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
日
系
カ
ナ
ダ
人
擁
護
を
捉
え
る
こ
と
が
、
出
来
る
か
も
し
れ

な
い
。
さ
ら
に
は
、
自
分
（
の
父
方
先
祖
）
が
ド
イ
ツ
系
移
民
で
あ
り
、
自
ら
出し
ゅ
っ
せ
い征
し
た
第
一
次
世
界
大
戦
中

の
ド
イ
ツ
系
カ
ナ
ダ
人
に
対
す
る
加
国
内
で
の
憎
悪
を
、
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
辛
苦
と
重
ね
合
わ
せ
た
面
も
あ
る
よ

う
だ
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
回
顧
録
で
は
、
日
系
カ
ナ
ダ
人
に
対
す
る
抑
留
政
策
を
「
間
違
い
だ
っ
た
」
と
、
言
い

切
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
は
、
人
権
重
視
、
東
西
の
一
体
化
、
弱
者
保
護
な
ど
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
ら
し
さ

も
、
今
回
の
訪
問
で
は
垣
間
見
ら
れ
る
。

　

九
時
半
頃
終
了
し
た
礼
拝
後
、
記
念
品
の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
た
。
小
宮
院
長
は
カ
ナ
ダ
首
相
に
学
院
の
ス
プ
ー
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ン
と
花
瓶
を
記
念
品
と
し
て
贈
り
、
カ
ナ
ダ
首
相
は
カ
ナ
ダ
大
百
科
事
典
全
一
〇
巻
の
謹き

ん
て
い呈
を
約
し
た
。
そ
の
際
、

小
宮
院
長
は
次
の
よ
う
な
祝
意
を
カ
ナ
ダ
首
相
に
対
し
て
伝
え
て
い
る
。

　
「
関
西
学
院
を
代
表
し
て
、
院
長
で
あ
る
私
は
、
関
西
学
院
に
お
越
し
い
た
だ
い
た
こ
と
に
対
す
る
栄
誉
へ
の

謝
意
と
首
相
ご
一
行
皆
様
が
、
礼
拝
式
に
ご
参
加
さ
れ
た
こ
と
へ
の
よ
ろ
こ
び
を
表
し
た
い
。

　

七
二
年
前
の
創
立
直
後
か
ら
、
関
西
学
院
は
カ
ナ
ダ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
か
ら
物
質
面
お
よ
び
信
仰
面
で
も
多
大

な
恵
み
を
受
け
て
ま
い
り
ま
し
た
。
過
去
に
は
、
私
た
ち
の
院
長
で
あ
っ
た
、
ベ
ー
ツ
博
士
と
ア
ウ
タ
ー
ブ
リ
ッ

ジ
博
士
は
、
カ
ナ
ダ
の
ご
出
身
で
し
た
。
そ
し
て
私
た
ち
は
、
こ
れ
ら
お
ふ
た
か
た
や
現
在
幣
学
に
勤
務
さ
れ
て

い
る
、
ほ
か
の
多
く
の
宣
教
師
の
方
々
を
派
遣
し
て
く
だ
さ
っ
た
、
カ
ナ
ダ
に
お
ら
れ
る
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
感
謝

し
て
お
り
ま
す
。

　

教
職
員
や
学
生
団
体
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
全
員
を
代
表
し
て
、
私
は
今
や
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
お

よ
び
令
夫
人
に
対
し
て
、
こ
の
機
会
に
対
す
る
、
私
た
ち
の
よ
ろ
こ
び
と
わ
が
大
学
へ
の
歓
迎
の
意
を
示
し
ま
す
。

感
謝
の
意
を
込
め
た
こ
の
友
好
の
証
を
、
ど
う
ぞ
お
受
け
取
り
く
だ
さ
い
。

　

カ
ナ
ダ
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
皆
様
に
対
し
て
、
私
た
ち
は
、
今
後
続
く
友
好
関
係
を
お
祈
り
申
し
上
げ
、
さ
ら

に
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
と
令
夫
人
、
そ
れ
に
ご
一
行
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
こ
れ
か
ら
の
快
適
な

ご
旅
行
と
安
全
な
ご
帰
国
を
も
た
れ
る
こ
と
を
、
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。」

　

こ
の
挨
拶
後
、
加
首
相
と
一
行
二
〇
名
は
、
関
西
学
院
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
校
歌
『
空
の
翼
』
な
ど
を
歌
唱
す
る

中
、
時
計
台
か
ら
本
部
前
と
中
央
芝
生
を
ゆ
っ
く
り
と
回
り
、
約
一
時
間
の
来
訪
を
終
え
た
。
そ
の
後
、
奈
良
と

京
都
へ
の
観
光
に
出
か
け
て
い
る
。
な
お
、
カ
ナ
ダ
首
相
の
日
本
着
が
、
飛
行
機
の
都
合
で
、
一
五
時
間
遅
れ
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
来
学
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
も
『
関
西
学
院
新
聞
』
は
特
筆
し
て
い
る
。
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一
一
月
に
は
、
カ
ナ
ダ
大
百
科
事
典
が
関
西
学
院
大

学
の
図
書
館
に
納
入
さ
れ
た
。
同
年
一
一
月
二
四
日
付
で
、

小
宮
院
長
は
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
夫
妻
に
対
し

て
、
訪
問
と
礼
拝
参
加
へ
の
再
度
の
謝
辞
を
書
簡
に
し
た

た
め
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
カ
ナ
ダ
大
百
科
事
典
が
「
大

学
図
書
館
に
と
っ
て
、
貴
重
な
入
手
図
書
」
で
あ
り
、
カ

ナ
ダ
と
い
う
「
偉
大
な
国
家
に
関
す
る
き
わ
め
て
素
晴
ら

し
い
参
照
文
献
」
と
な
る
の
み
な
ら
ず
、訪
問
を
刻
む
「
永

久
的
な
記
念
品
」
に
な
る
こ
と
も
、
感
謝
し
て
い
る
。
書

簡
文
末
に
て
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
、
そ
の
ご

家
族
、
そ
し
て
カ
ナ
ダ
の
人
々
、
さ
ら
に
は
加
首
相
に
よ

る
平
和
へ
の
ご
努
力
が
実
る
こ
と
に
、
神
の
ご
加
護
が
あ

る
よ
う
、
再
度
お
祈
り
を
さ
さ
げ
て
い
た
。

　

デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
自
身
も
、
関
西
学
院
訪
問
は
い
た
く
気
に
入
っ
た
よ
う
だ
。
礼
拝
式
に
お
い
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
た
、
ミ
ュ
ア
と
マ
ク
ロ
ー
ド
宛
て
に
、
各
々
別
々
に
、
一
〇
月
三
〇
日
付
御
礼
書
簡
を
送
っ

て
い
る
。
両
書
簡
で
は
、
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が
送
別
時
に
歌
っ
た
、『
神
共
に
い
ま
し
て
（God Be w

ith Y
ou till 

W
e M

eet A
gain

）』
を
特
に
素
晴
ら
し
か
っ
た
と
、
べ
た
褒
め
し
て
い
る
。
関
西
学
院
大
学
の
所
在
地
を
「
大

阪
」！
と
誤
記
し
て
い
る
こ
と
を
除
く
と
、ミ
ュ
ア
に
対
し
て
は
、礼
拝
式
を「
深
く
感
動
的
な
体
験
」で
あ
り
、「
あ

ら
ゆ
る
面
で
素
晴
ら
し
か
っ
た
」
と
述
べ
、
マ
ク
ロ
ー
ド
の
説
教
を
、「
極
め
て
印
象
的
」
で
、「
東
洋
に
お
け
る

ディーフェンベーカー加首相と在日カナダ人
（学院史編纂室所蔵）
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福
音
伝
道
的
作
業
の
問
題
に
つ
い
て
新
し
い
視
座
」
を
も
た
ら
し
て
く
れ
た
と
、
高
く
評
価
し
た
。

　

後
述
す
る
上
智
大
学
と
の
対
比
も
、
本
章
で
明
確
に
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
上
智
で
は
す
で
に
学
生
有
志

と
イ
エ
ズ
ス
会
司
祭
（
神
父
）
兼
専
任
教
員
に
よ
る
カ
ナ
ダ
研
究
会
と
カ
ナ
ダ
セ
ン
タ
ー
も
で
き
て
い
た
こ
と
も

あ
り
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
来
訪
は
、
あ
る
意
味
、
さ
ら
に
大
き
な
種
を
撒
い
た
。
現
役
カ
ナ
ダ
首
相
と
の

懇
談
に
、
お
お
い
な
る
刺
激
を
受
け
た
学
生
の
中
に
は
、
留
学
し
た
り
、
情
熱
を
も
っ
て
研
究
を
推
進
す
る
も
の

が
出
て
き
た
。
対
す
る
関
西
学
院
で
は
、
カ
ナ
ダ
へ
の
留
学
な
ど
は
実
施
さ
れ
た
も
の
の
、
本
格
的
な
地
域
研
究

は
や
は
り
一
九
七
〇
年
代
以
降
で
あ
ろ
う
。
一
九
八
一
年
度
後
期
か
ら
、
カ
ナ
ダ
政
府
と
の
協
定
に
基
づ
く
カ
ナ

ダ
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
ス
タ
ー
ト
し
、
カ
ナ
ダ
の
大
学
か
ら
客
員
教
授
を
招
聘
し
て
い
る
。

Ⅶ　

上
智
大
学
へ
の
訪
問

　

上
智
大
学
は
、
そ
も
そ
も
日
本
に
初
め
て
キ
リ
ス
ト
教
を
も
た
ら
し
た
、
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル

（Francisco X
avier

）
が
構
想
し
、
イ
エ
ズ
ス
会
が
一
九
一
三
年
に
開
設
し
た
、
カ
ト
リ
ッ
ク
系
大
学
で
あ
る
。

そ
の
イ
エ
ズ
ス
会
系
姉
妹
校
と
し
て
は
、
各
種
の
全
世
界
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
で
上
位
に
あ
が
る
、
米
国
首
都
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
・
Ｃ
に
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
に
あ
る
フ
ォ
ー
ダ
ム
大
学
な
ど
が
有
名
で
あ

る
。
カ
ナ
ダ
で
は
ケ
ベ
ッ
ク
州
を
中
心
に
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
の
一
部
で
も
、
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
や
修
道
会
が
多
く
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
と
異
な
り
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
教
徒
よ
り
も
人
数
面
で
凌り
ょ
う
が駕

し
て
い
た
。

　

カ
ナ
ダ
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
と
日
本
の
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
も
つ
な
が
り
が
あ
り
、
上
智
大
学
は
神
学
部
を
持
ち
、

日
本
人
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
育
成
機
関
と
し
て
の
役
割
も
、
果
た
し
て
い
た
。
そ
の
上
智
大
学
で
は
、
一
九
五
七
年
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に
カ
ナ
ダ
セ
ン
タ
ー
設
置
準
備
委
員
会
が
で
き
、
駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
館
か
ら
、
一
五
〇
冊
の
カ
ナ
ダ
関
係
文
献
の

寄
贈
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。
翌
一
九
五
八
年
に
は
、
日
本
国
内
唯
一
の
カ
ナ
ダ
セ
ン
タ
ー
を
設
置
。
そ
の
後

一
九
六
〇
年
に
も
、
駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
館
か
ら
、
カ
ナ
ダ
関
連
図
書
や
定
期
刊
行
物
を
寄
贈
さ
れ
て
い
る
。
こ
の

よ
う
に
、
カ
ナ
ダ
大
使
館
（
カ
ナ
ダ
外
務
省
）
の
協
力
の
下
で
、
現
在
の
日
本
カ
ナ
ダ
学
会
な
ど
の
学
術
研
究
団

体
が
発
足
す
る
前
か
ら
、
カ
ナ
ダ
研
究
を
重
視
し
、
カ
ナ
ダ
研
究
の
嚆こ
う

矢し

と
な
っ
て
い
た
の
が
、
上
智
大
学
カ
ナ

ダ
セ
ン
タ
ー
だ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

　

当
時
、
上
智
大
学
に
は
、
カ
ナ
ダ
の
オ
ン
タ
リ
オ
州
出
身
イ
エ
ズ
ス
会
神
父
で
、
専
任
教
員
の
コ
ン
ラ
ッ
ド
・

フ
ォ
ル
テ
ン
（Conrad Fortin
）
が
い
た
。
ま
さ
に
彼
が
、日
加
の
「
友
好
促
進
を
目
的
」
と
し
た
当
該
セ
ン
タ
ー

を
発
足
さ
せ
た
の
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
カ
ナ
ダ
に
関
す
る
セ
ミ
ナ
ー
や
カ
ナ
ダ
情
報
の
提
供
の
み

な
ら
ず
、
学
生
に
対
し
て
カ
ナ
ダ
へ
の
留
学
奨
学
金
授
与
ま
で
実
施
し
て
い
た
。
な
お
、
そ
の
後
、
一
九
八
七
年

に
は
こ
の
カ
ナ
ダ
セ
ン
タ
ー
を
発
展
解
消
す
る
形
で
、
ア
メ
リ
カ
・
カ
ナ
ダ
研
究
所
が
設
置
さ
れ
、
北
米
関
連
の

研
究
セ
ミ
ナ
ー
や
紀
要
発
行
な
ど
、
各
種
の
活
動
を
積
極
的
に
実
施
し
て
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

　

な
お
上
智
大
学
で
は
、
カ
ナ
ダ
セ
ン
タ
ー
の
一
部
門
、
か
つ
学
内
文
化
関
連
組
織
の
同
好
会
と
し
て
、

一
九
六
〇
年
二
月
に
は
「
カ
ナ
ダ
研
究
会
」
が
、
有
志
学
生
に
よ
り
発
足
し
て
い
た
。
こ
の
研
究
会
は
カ
ナ
ダ
大

使
館
か
ら
の
協
力
も
仰
ぎ
、
一
九
六
一
年
に
は
十
五
名
の
メ
ン
バ
ー
も
属
し
、
一
九
六
〇
年
の
年
末
か
ら
機
関
誌

に
あ
た
る
『
か
え
で
』
も
発
刊
す
る
に
至
っ
た
。
そ
の
上
、
こ
の
研
究
会
か
ら
ふ
た
り
の
学
生
が
、
一
九
六
二
年

夏
に
は
カ
ナ
ダ
に
留
学
す
る
予
定
で
も
い
た
。

　

お
そ
ら
く
当
時
の
日
本
の
大
学
で
、
最
も
カ
ナ
ダ
研
究
に
熱
心
だ
っ
た
の
が
、
こ
の
上
智
大
学
の
カ
ナ
ダ
研
究

会
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
そ
の
た
め
に
、
カ
ナ
ダ
大
使
館
な
ど
を
通
じ
て
、
い
ろ
い
ろ
と
働
き
か
け
を
実
施
し
て
い
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た
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
訪
日
時
に
は
、
そ
の
努
力
が
実
り
、
一
〇
月
三
一
日

の
首
相
来
訪
と
と
も
に
、
研
究
会
メ
ン
バ
ー
と
の
懇
談
も
実
現
す
る
。
そ
の
上
に
、
一
一
月
一
日
に
は
カ
ナ
ダ
放

送
協
会
（Canadian Broadcasting Corporation=

Ｃ
Ｂ
Ｃ
）
の
テ
レ
ビ
で
、
当
該
研
究
会
の
活
躍
が
、
カ
ナ

ダ
全
土
で
放
映
さ
れ
た
。
そ
の
放
送
を
み
て
、慶
應
義
塾
大
学
へ
の
交
換
留
学
を
お
え
た
ば
か
り
の
、ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
の
女
子
学
生
か
ら
は
、
当
該
研
究
会
に
対
し
、
書
簡
に
て
「
協
力
の
申
し
出
」
す
ら
あ
っ

た
。

　

当
日
の
様
子
を
み
て
み
よ
う
。
四
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
上
智
会
館
に
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
夫
妻
が

到
着
し
た
と
こ
ろ
、
大
泉
孝
上
智
大
学
学
長
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ル
ー
メ
ル
（N

icholas Luhm
er

）
上
智
学
院
理
事
長
、

フ
ォ
ル
テ
ン
神
父
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
ら
カ
ナ
ダ
研
究
会
メ
ン
バ
ー
全
員
が
出
迎
え
た
。
訪
問
の
目
的
は
当
時
の

『
上
智
大
學
新
聞
』
に
よ
る
と
、
カ
ナ
ダ
セ
ン
タ
ー
業
務
の
「
視
察
」
で
あ
り
、「
日
加
両
国
間
に
果
た
す
カ
ナ
ダ

セ
ン
タ
ー
の
役
割
に
大
い
に
期
待
し
て
い
る
」
と
、加
首
相
は
発
言
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
よ
う
に
、一
国
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
、
カ
ナ
ダ
の
内
閣
総
理
大
臣
が
上
智
大
学
を
公
式
訪
問
し
、
学
生
メ
ン
バ
ー
と
歓
談
す
る
こ
と
は
、「
上

智
大
学
創
立
以
来
、
初
め
て
の
出
来
ご
と
」
で
あ
り
、
メ
ン
バ
ー
に
は
「
強
い
刺
激
」
と
な
っ
た
と
、
当
時
の
機

関
誌
は
記
し
て
い
る
。

　

そ
の
直
後
の
一
一
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
は
大
学
祭
で
あ
る
、
ソ
フ
ィ
ア
祭
開
催
期
間
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
に
、
こ
の
カ
ナ
ダ
研
究
会
は
「
目
で
見
る
カ
ナ
ダ
」
と
題
し
た
展
示
も
行
っ
た
。
特
に
カ
ナ
ダ
観
光
と
世
界

主
要
国
の
比
較
か
ら
見
た
日
加
両
国
の
生
活
部
門
を
設
け
て
、
学
内
外
の
カ
ナ
ダ
に
関
す
る
知
識
普
及
に
努
め
て

い
た
。
展
示
の
趣
旨
は
「
カ
ナ
ダ
の
国
民
の
生
活
の
態
度
が
ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
高
い
こ
と
、
又
カ
ナ
ダ
は
新
し

い
国
で
、
現
在
急
速
に
そ
の
国
力
を
増
し
つ
つ
あ
り
、
そ
の
将
来
が
如い

か何
に
期
待
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と
」
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に
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
開
催
の
成
功
も
、
駐
日
カ
ナ
ダ
大
使
館
と
在
日
カ
ナ
ダ
人
に
よ
る
絶
大
な
る
支
援
の
た
ま
も
の
で
あ
り
、

カ
ナ
ダ
研
究
会
の
学
生
は
感
謝
と
と
も
に
、
カ
ナ
ダ
に
関
す
る
知
識
欲
の
さ
ら
な
る
向
上
を
目
指
し
て
い
た
。
ま

た
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
は
、
上
智
大
学
に
対
し
て
も
、
歓
迎
に
対
す
る
謝
意
と
カ
ナ
ダ
研
究
促
進
の

た
め
に
、
カ
ナ
ダ
大
百
科
事
典
全
一
〇
巻
を
寄
贈
す
る
意
向
を
示
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
学
生
メ
ン
バ
ー
を
巻
き
込
む
形
で
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
に
よ

る
訪
問
だ
っ
た
が
、
直
後
に
執
筆
さ
れ
た
『
上
智
大
学
五
十
年
史
』
で
は
、
特
筆
さ
れ
る
べ
き
項
目
と
な
っ
て
い

な
い
。
別
の
現
役
首
脳
の
訪
問
が
あ
っ
た
こ
と
が
、
そ
の
欠
落
要
因
の
ひ
と
つ
か
と
想
定
で
き
る
。
実
は
、
上
智

大
学
の
初
代
学
長
ヘ
ル
マ
ン
・
ホ
フ
マ
ン
（H
erm

ann H
offm

ann

）
神
父
が
、
ド
イ
ツ
人
で
あ
り
、「
ド
イ
ツ

人
教
授
が
圧
倒
的
に
多
く
、ド
イ
ツ
語
の
上
智
な
ど
と
い
わ
れ
た
」こ
と
も
あ
り
、現
役
の
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国（
西

ド
イ
ツ
）首
相
が
、す
で
に
上
智
大
学
を
訪
問
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。西
ド
イ
ツ
の
コ
ン
ラ
ー
ト
・
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

（K
onrad A

denauer

）連
邦
首
相
が
、一
九
六
〇
年
三
月
三
一
日
に
上
智
大
学
を
訪
問
。
上
智
は
、ア
デ
ナ
ウ
ア
ー

に
対
し
て
、
最
高
の
栄
誉
た
る
「
名
誉
校
友
」
の
称
号
を
贈
っ
た
の
に
対
し
て
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
は
、
日
独
関
係

を
踏
ま
え
た
講
演
を
し
つ
つ
、
理
工
学
部
予
定
地
の
地じ

鎮ち
ん
さ
い
く
わ

祭
鍬
入い

れ
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
る
。
や
は
り
ア
デ
ナ

ウ
ア
ー
首
相
が
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
だ
っ
た
こ
と
も
、
関
連
し
て
い
る
だ
ろ
う
が
、
カ
ナ
ダ
首
相
来
学
は
上
智
大
学

に
よ
る
正
式
の
歴
史
叙
述
で
は
、
西
ド
イ
ツ
の
陰
に
隠
れ
て
い
た
よ
う
だ
。
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Ⅷ　

お
わ
り
に
―
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
に
と
っ
て
の
キ
リ
ス
ト
教
と
大
学

　

当
時
、
二
四
五
校
に
の
ぼ
る
日
本
の
大
学
か
ら
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
と
カ
ト
リ
ッ
ク
系
の
二
大
学
を
選
ん
だ

こ
と
の
要
因
と
し
て
は
、
や
は
り
カ
ナ
ダ
首
相
の
宗
教
心
が
、
一
番
大
き
い
だ
ろ
う
。
一
八
九
五
年
に
オ
ン
タ
リ

オ
州
で
生
ま
れ
た
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
は
、
教
師
の
父
親
の
も
と
に
長
男
と
し
て
生
ま
れ
、
八
才
で
サ
ス
カ

チ
ュ
ワ
ン
州
に
移
り
住
ん
だ
。
父
は
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
で
、
母
は
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
の
キ
リ
ス
ト

教
徒
だ
っ
た
が
、
信
仰
心
が
よ
り
強
か
っ
た
母
の
説
得
に
よ
り
、
父
が
バ
プ
テ
ィ
ス
ト
派
に
改
宗
。
日
曜
日
の
礼

拝
式
に
必
ず
参
加
す
る
、
両
者
と
も
敬
虔
な
信
徒
だ
っ
た
た
め
に
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
も
、
敬
虔
な
バ
プ

テ
ィ
ス
ト
派
キ
リ
ス
ト
教
徒
と
し
て
生
ま
れ
育
っ
て
き
た
。

　

そ
の
上
、
二
一
世
紀
の
視
点
か
ら
見
逃
し
が
ち
な
要
因
と
し
て
、
本
論
は
関
西
学
院
の
日
本
に
お
け
る
相
対
的

な
重
要
性
も
、
当
時
の
文
脈
か
ら
指
摘
し
た
い
。
一
九
五
〇
年
代
後
半
や
六
〇
年
代
の
関
西
学
院
は
、
二
一
世
紀

現
在
よ
り
も
、
あ
る
意
味
メ
ジ
ャ
ー
な
地
位
を
占
め
て
い
た
。
東
京
圏
に
比
べ
て
関
西
圏
の
商
業
都
市
と
し
て
の
、

相
対
的
地
盤
沈
下
は
ま
だ
起
き
て
い
な
い
し
、
入
試
難
易
度
で
も
、
関
西
学
院
大
学
は
か
な
り
上
位
に
位
置
し
て

い
た
。
た
と
え
ば
、
大
学
受
験
難
易
度
で
は
、
一
九
六
一
年
の
全
国
商
経
学
部
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
関
西
学
院
大
学

経
済
学
部
は
、
全
国
で
第
二
八
位
（
私
学
で
第
四
位
）
に
ラ
ン
ク
イ
ン
さ
れ
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
ほ
か
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
大
学
の
中
で
の
関
西
学
院
大
学
の
地
位
も
、
勘
案
す
べ
き
要
因
と
な
る
。

た
と
え
ば
、
昨
今
皇
族
の
卒
業
生
を
生
む
こ
と
で
も
、
大
学
業
界
で
は
有
名
に
な
っ
た
名
門
、
国
際
基
督
教
大

学
（International Christian U

niversity=

Ｉ
Ｃ
Ｕ
）
創
立
に
は
、
関
西
学
院
大
学
も
多
々
協
力
し
て
い
る
。

一
九
五
三
年
の
創
立
に
は
、
当
時
、
産
業
心
理
学
と
英
語
を
教
え
て
い
た
ア
ー
サ
ー
・
マ
ッ
ケ
ン
ジ
ー
（A

rthur 
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M
cK

enzie

）
を
は
じ
め
と
す
る
、
関
西
学
院
大
学
の
教
員
が
参
加
し
た
事
実
が
あ
る
か
ら
だ
。
し
か
し
こ
の
こ

と
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
は
、
言
い
難
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
の
Ｉ
Ｃ
Ｕ
は
、
ま
だ
創

立
九
年
目
で
も
あ
り
、
今
回
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
来
日
に
お
い
て
、
訪
問
大
学
に
は
選
ば
れ
て
い
な
い
。

上
智
大
学
に
し
て
も
、
一
九
五
七
年
四
月
ま
で
は
女
子
学
生
の
入
学
を
許
可
し
な
い
、
男
子
大
学
で
あ
り
、
知
名

度
、
人
気
度
、
卒
業
生
の
評
価
な
ど
の
面
で
は
、
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
と
、
推
察
で
き
る
。

た
だ
し
、
今
回
、
関
西
学
院
に
し
た
よ
う
に
、
わ
ざ
わ
ざ
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
夫
妻
が
訪
れ
、
カ
ナ
ダ
大
百

科
事
典
の
上
智
大
学
へ
の
寄
贈
を
約
し
た
こ
と
も
、
重
要
で
あ
る
。
こ
れ
は
や
は
り
オ
ン
タ
リ
オ
州
出
身
の
英
仏

語
バ
イ
リ
ン
ガ
ル
教
授
の
フ
ォ
ル
テ
ン
神
父
が
、
日
本
で
最
初
の
カ
ナ
ダ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
樹
立
し
た
こ
と
へ
の

謝
意
で
あ
っ
た
ろ
う
。
そ
の
ほ
か
に
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
の
政
治
的
立
場
を
考
慮
す
る
と
、
仏
語
系

カ
ナ
ダ
や
カ
ト
リ
ッ
ク
教
徒
へ
の
政
治
的
ア
ピ
ー
ル
も
、
要
因
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
夫
妻
の
公
式
訪
日
は
、
日
本
で
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い

カ
ナ
ダ
と
い
う
国
の
知
識
普
及
に
は
、
当
時
の
基
準
で
か
な
り
貢
献
し
た
と
判
断
で
き
る
。
と
り
わ
け
、
限
ら
れ

た
日
程
と
時
間
内
に
、
関
西
学
院
大
学
と
上
智
大
学
を
公
式
訪
問
し
た
こ
と
は
、
そ
の
後
の
カ
ナ
ダ
研
究
発
展
の

礎
を
築
い
た
と
の
評
価
も
可
能
で
あ
る
。
カ
ナ
ダ
大
百
科
事
典
が
二
校
に
贈
ら
れ
た
が
、
そ
れ
ら
を
参
照
す
る
こ

と
だ
け
で
も
、
カ
ナ
ダ
に
関
す
る
知
識
獲
得
に
有
用
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
最
近
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー

カ
ー
外
交
再
評
価
の
文
脈
で
は
、
日
加
関
係
や
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
対
日
政
策
は
、「
カ
ナ
ダ
に
と
っ
て

の
伝
統
的
な
英
連
邦
の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
イ
ン
ド
お
よ
び
パ
キ
ス
タ
ン
」
ほ
ど
の
ア
ジ
ア
に
お
け
る
「
主
要
接

点
（principal contacts

）」
と
は
な
ら
な
か
っ
た
と
、
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
そ
の
よ
う
な
面
は
あ
ろ
う
。

吉
田
健
正
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
一
九
六
〇
年
代
は
カ
ナ
ダ
研
究
の
「
萌
芽
期
」
で
あ
り
、
一
九
七
四
年
の
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田
中
角
栄
首
相
と
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ル
ド
ー
首
相
と
の
会
談
も
、
ひ
と
つ
の
「
機
運
」
と
な
り
、
日
加
の
民
間
交
流
、

相
互
理
解
、
そ
し
て
相
手
国
研
究
は
急
速
に
進
展
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
、
あ
く
ま
で
も
萌
芽
的
で
あ
っ
た
も
の
の
、

カ
ナ
ダ
首
相
訪
日
が
、
い
わ
ば
カ
ナ
ダ
研
究
の
種
を
撒
い
た
と
も
捉
え
う
る
。
上
智
大
学
の
カ
ナ
ダ
研
究
会
の
学

生
が
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
一
九
六
一
年
当
時
で
は
、
カ
ナ
ダ
の
存
在
自
体
が
、
日
本
で
は
あ
ま
り

認
識
さ
れ
て
お
ら
ず
、
な
お
か
つ
日
本
の
こ
と
も
カ
ナ
ダ
で
は
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
も
、
注
意
を
払
わ

な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

カ
ナ
ダ
に
つ
い
て
の
知
識
が
、
ほ
と
ん
ど
普
及
し
て
い
な
か
っ
た
の
が
、
当
時
の
国
内
状
況
だ
っ
た
。
そ
れ
に

対
し
て
、
本
論
で
吟
味
し
た
よ
う
に
、
た
と
え
ば
、
上
智
大
学
の
学
生
有
志
に
よ
る
カ
ナ
ダ
研
究
会
は
、
か
な
り

の
熱
意
と
資
源
を
か
け
て
、
機
関
誌
す
ら
発
刊
し
て
い
た
。
さ
ら
に
そ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
だ
っ
た
、
金
子
操
に
い

た
っ
て
は
、
ま
だ
ま
だ
珍
し
か
っ
た
、
カ
ナ
ダ
の
大
学
院
留
学
を
も
成
し
遂
げ
、『
留
学
と
私
』
と
い
う
タ
イ
ト

ル
で
の
出
版
活
動
ま
で
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
関
西
学
院
大
学
で
も
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
の
日
曜
礼

拝
式
参
加
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
教
職
員
を
中
心
に
、
き
わ
め
て
好
意
的
に
受
け
止
め
ら
れ
た
。
最
後
に
、
カ
ナ
ダ

首
相
の
訪
日
に
関
す
る
、
否
定
的
な
日
本
国
内
の
主
要
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
報
道
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
も
、

訪
日
は
そ
れ
な
り
の
貢
献
を
し
た
と
解
釈
で
き
よ
う
。

＊
本
論
執
筆
に
あ
た
り
資
料
提
供
な
ど
で
、
グ
レ
ッ
グ
・
ド
ナ
ヒ
ー
教
授
、
鈴
木
直
子
氏
、
寺
内
美
佐
子
氏
、
故

ゴ
ー
ド
ン
門
田
氏
、
井
口
貞
三
氏
、
神
崎
高
明
教
授
、
池
田
裕
子
氏
、
魚
住
英
子
氏
、
石
野
利
香
氏
か
ら
多
大

な
ご
支
援
を
頂
戴
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
し
た
い
。
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【
注
】

（
１
）
対
照
的
に
戦
後
の
カ
ナ
ダ
外
交
に
と
っ
て
最
も
重
要
な
対
米
関
係
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
研
究
蓄
積
が
あ

る
。
た
と
え
ば
、
拙
著
『
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
関
係
史
―
加
米
首
脳
会
談
、
１
９
４
８
～
２
０
０
５
』（
彩
流

社
、
二
〇
〇
六
年
）
やLaw

rence M
artin, The Presidents and the Prim

e M
inisters: W

ashington and 

O
ttaw

a Face to Face, The M
yth of Bilateral Bliss, 1867-1982

（T
oronto: D

oubleday Canada, 1982); 
Edelgard M

ahant and Graem
e S. M

ount, Invisible and Inaudible in W
ashington: Am

erican Policies 

tow
ard C

anada
（East Lansing: M

ichigan State U
niversity Press, 2000).

な
ど
を
参
照
せ
よ
。
最
近
の

理
論
的
加
米
関
係
の
研
究
と
し
て
は
、Greg A

nderson, 

“David and Goliath in Canada-U
S Relations: 

W
ho

’s Really W
ho?

” C
anadian Foreign Policy Journal  V

ol.25, N
o.2, 

（2019): 115-136. 

が
示
唆
に
富
む
。

（
２
）
当
時
の
新
聞
に
よ
る
と
、
カ
ナ
ダ
首
相
名
を
「
ジ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
」
と
記
す
『
朝
日
新
聞
』
の
よ
う
な
例
も

あ
る
が
、日
本
カ
ナ
ダ
学
会
な
ど
で
通
例
化
し
て
い
る
よ
う
に
、本
論
で
は「
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
」を
用
い
る
。

（
３
）こ
の
点
を
最
初
に
指
摘
し
た
文
献
と
し
て
、池
田
裕
子「
関
西
学
院
と
カ
ナ
ダ
」『K

G T
oday

』vol.258 

（
二
〇
一
〇

年
六
月
）、https://w

w
w

.kw
ansei.ac.jp/yoshioka/yoshioka_002921_2.htm

l

（
二
〇
一
九
年
四
月
三
〇

日
ア
ク
セ
ス
）
が
あ
る
。

（
４
）
こ
の
点
は
と
く
に
、Janice Cavell, 

“Introduction,
” and Ryan M

. T
ouhey, 

“Conclusion,

” in Reassessing 
the Rogue Tory: C

anadian Foreign Relations in the D
iefenbaker Era, ed, Janice Cavell and Ryan M

. 
T

ouhey 

（V
ancouver and T

oronto: U
BC Press, 2019): 3-22, 279-286.

を
参
照
せ
よ
。
こ
の
論
文
集
は
、

後
述
す
る
デ
ニ
ス
・
ス
ミ
ス
（D

enis Sm
ith

）
の
研
究
に
対
す
る
建
設
的
反
論
（
再
評
価
）
も
兼
ね
て
い
る
が
、

時
系
列
に
そ
っ
た
包
括
的
な
伝
記
で
は
な
く
、
ト
ピ
ッ
ク
ご
と
に
ま
と
ま
っ
た
研
究
と
な
っ
て
い
る
。

（
５
）
外
交
政
策
に
関
連
し
て
一
九
五
七
年
と
一
九
五
八
年
総
選
挙
争
点
を
取
り
上
げ
た
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、

Janice Cavell, 

“The Spirit of 56: T
he Suez Crisis, A

nti-A
m

ericanism
, and D

iefenbaker ,s 1957 
and 1958 Election V

ictories,

” in Reassessing the Rogue Tory, 67-84.

を
み
よ
。
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（
６
）
以
上
の
状
況
は
、
拙
著
、『
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
関
係
史
』、
第
三
章
に
よ
る
。
ス
エ
ズ
危
機
時
の
国
連
平
和
維
持

軍
は
正
式
に
は
、
国
際
連
合
緊
急
軍
（U

nited N
ations Em

ergency Force=

Ｕ
Ｎ
Ｅ
Ｆ
）
で
あ
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
翌
年
ピ
ア
ソ
ン
は
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
賞
し
て
い
る
。
な
お
、
カ
ナ
ダ
は
二
院
制
を
と
っ
て
い
る
が
、

上
院
議
員
の
任
命
権
を
首
相
が
持
つ
た
め
に
、
政
策
は
下
院
議
会
を
中
心
に
実
施
さ
れ
る
し
、
外
交
・
防
衛
の
権

限
は
カ
ナ
ダ
首
相
に
集
中
し
て
い
る
。

（
７
）
以
下
の
核
弾
頭
装
備
事
件
や
不
信
任
案
可
決
な
ど
に
つ
い
て
は
、
拙
著
『
カ
ナ
ダ
外
交
政
策
論
の
研
究
―
ト
ル

ド
ー
期
を
中
心
に
』（
彩
流
社
、
一
九
九
九
年
）
二
〇
八
～
二
一
三
頁
と
最
近
の
研
究
と
し
て
は
、Patricia I. 

M
cM

ahon, Essence of Indecision: D
iefenbaker ,s N

uclear Policy, 1957-1963

（M
ontreal &

 K
ingston: 

M
cGill-Q

ueen ,s U
niversity Press, 2009), esp. Introduction, chap. 6, Conclusion; A

sa M
ckercher, 

C
am

elot and C
anada: C

anadian-A
m

erican R
elations in the K

ennedy E
ra

（N
ew

 Y
ork: O

xford 
U

niversity Press, 2016), esp. Introduction, chap. 6, Epilogue.

を
参
照
せ
よ
。
な
お
、
核
弾
頭
装
備
に

つ
い
て
は
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
前
の
ド
ワ
イ
ト
・
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
（D

w
ight Eisenhow

er

）
政
権
時
代
か
ら
、

米
国
は
カ
ナ
ダ
に
対
し
て
望
ん
で
き
て
お
り
、
一
九
五
〇
年
代
後
半
に
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
も
受
け
入
れ
る

こ
と
を
、
原
則
的
に
約
し
て
い
た
が
、
実
現
せ
ず
、
キ
ュ
ー
バ
ミ
サ
イ
ル
危
機
な
ど
で
、
北
米
防
衛
の
齟そ

ご齬
が
露

呈
し
た
。
そ
の
後
、
一
九
六
三
年
総
選
挙
で
勝
利
し
た
ピ
ア
ソ
ン
は
、
自
国
内
の
米
軍
兵
力
の
核
武
装
に
正
式
な

許
可
を
出
し
、
カ
ナ
ダ
供
出
Ｎナ

ト

ー

Ａ
Ｔ
Ｏ
軍
と
Ｎノ

ー

ラ

ッ

ド

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｄ
軍
に
も
核
弾
頭
装
備
す
る
協
定
を
、
ケ
ネ
デ
ィ
政
権
と

締
結
し
、実
行
し
て
い
く
。
拙
著
『
Ｎノ

ー

ラ

ッ

ド

Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｄ 

北
米
航
空
宇
宙
防
衛
司
令
部
』（
中
央
公
論
新
社
、二
〇
一
五
年
） 

第
一
章
及
び
第
二
章
も
参
照
せ
よ
。

（
８
）
以
下
の
様
子
は
、John G. D

iefenbaker, O
ne C

anada: M
em

oirs of the Right H
onourable John G

. 

D
iefenbaker: The Years of Achievem

ent, 1957-1962 

（T
oronto: M

acm
illan of Canada, 1976), 116-117.

に
よ
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
こ
の
回
顧
録
に
お
け
る
日
本
に
関
す
る
話
題
は
、
ほ
か
に
は
日
系
カ
ナ
ダ
人
に
関

す
る
事
項
の
み
で
あ
る
。
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（
９
）
ロ
ビ
ン
ソ
ン
の
生
涯
と
回
顧
録
に
つ
い
て
は
、https://w

w
w

.theglobeandm
ail.com

/new
s/politics/basil-

robinson-w
as-an-effective-aide-to-diefenbaker/article8434915/

（
二
〇
一
九
年
五
月
一
五
日
ア
ク
セ

ス
）
とH

. Basil Robinson, D
iefenbaker ,s W

orld: A Populist in Foreign Affairs

（T
oronto, Buffalo and 

London: U
niversity of T

oronto Press, 1989), xiii, 281, 346.

に
よ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
に

よ
る
と
、
当
時
の
日
本
は
メ
キ
シ
コ
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
並
み
の
重
要
性
が
あ
っ
た
と
も
判
断

で
き
よ
う
。

（
10
）
以
上
は
、Robert Spencer, 

“External A
ffairs and D

efence,

” and D
onald Forster, 

“The Econom
y,

” 
in C

anadian Annual Review
 for 1961, ed, John T

. Sayw
ell 

（T
oronto: U

niversity of T
oronto Press, 

1962), 115, 214-215, 466.
に
よ
る
。

（
11
）
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、Richard A

. Preston, C
anada in W

orld Affairs 1959 to 1961 

（T
oronto: O

xford 
U

niversity Press, 1965), esp. 78, 89-90, 103, 219, 227, 250, 262, 295.

を
み
よ
。

（
12
）D

enis Sm
ith, Rogue Tory: The Life and Legend of John G

. D
iefenbaker 

（T
oronto: M

cClelland &
 Stew

art, 
1995), esp. chaps. 10, 11.

な
お
、
戦
後
の
カ
ナ
ダ
首
相
の
伝
記
と
し
て
は
、
こ
の
本
は
最
高
レ
ベ
ル
で
「
決
定
版
」

と
も
み
な
し
う
る
、
出
来
具
合
と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
一
九
五
七
年
総
選
挙
で
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー

が
打
ち
破
っ
た
サ
ン
ロ
ー
ラ
ン
首
相
の
「
決
定
版
」
と
言
え
る
よ
う
な
伝
記
は
、
二
〇
一
九
年
九
月
現
在
で
発
刊

さ
れ
て
い
な
い
。

（
13
）
以
下
の
記
述
の
出
典
は
そ
れ
ぞ
れ
、K

eith A
. J. H

ay, ed, C
anadian Perspectives on Econom

ic Relations 

w
ith Japan 

（M
ontreal: T

he Institute for Research on Public Policy, 1980

）; Frank Langdon, The 
Politics of C

anadian-Japanese Econom
ic Relations, 1952-1983

（V
ancouver: U

niversity of B
ritish 

C
olum

bia Press, 1983); K
laus H

. Pringsheim
, N

eighbours Across the Pacific: C
anadian-Japanese 

Relations, 1870-1982 

（O
akville: M

osaic Press, 1983), esp. 126-129; Patricia E. Roy, 

“Reopening 
the D

oor: Japanese Rem
igration and Im

m
igration, 1945-68,

”in C
ontradictory Im

pulses: C
anada 
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and Japan in the Tw
entieth C

entury, ed, G
reg D

onaghy and Patricia E
. R

oy 

（V
ancouver and 

T
oronto: U

BC Press), esp. 166.

を
参
照
せ
よ
。

（
14
）Jim

 Cam
pbell-M

iller, M
ichael Carroll, and Greg D

onaghy, 

“Tilting the Balance: D
iefenbaker 

and A
sia, 1957-63,

” in Reassessing the Rogue Tory, esp. 214.

を
参
照
せ
よ
。
ち
な
み
に
、
こ
の
章
で
上
智

大
学
訪
問
は
割
愛
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
共
著
者
の
一
人
で
あ
る
、
カ
ナ
ダ
外
務
省
外
交
文
書
館
館
長
（
当
時
）

の
ド
ナ
ヒ
ー
は
、
二
〇
一
五
年
度
秋
学
期
（
二
〇
一
五
年
九
月
～
二
〇
一
六
年
一
月
）
に
、
関
西
学
院
大
学
カ
ナ

ダ
研
究
客
員
教
授
を
務
め
た
経
歴
も
あ
り
、
そ
の
点
で
も
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
の
関
西
学
院
大
学
訪

問
を
特
筆
し
た
よ
う
だ
。

（
15
）
こ
れ
ら
の
事
柄
は
、
大
熊
忠
之
「
戦
後
カ
ナ
ダ
外
交
に
お
け
る
普
遍
主
義
と
対
日
関
係
―
日
加
関
係
、
一
九
四
六

～
六
八
年
」『
国
際
政
治
』
第
七
九
号
（
一
九
八
五
年
）、
特
に
一
〇
〇
～
一
〇
二
頁
を
参
照
。
な
お
、
こ
の
論
文

の
改
訂
版
は
、
馬
場
伸
也
、
大
熊
忠
之
「
戦
後
日
本
・
カ
ナ
ダ
関
係
の
展
開
」、
ジ
ョ
ン
・
シ
ュ
ル
ツ
、
三
輪
公

忠
編
『
日
本
と
カ
ナ
ダ
―
21
世
紀
へ
の
架
け
橋
』（
彩
流
社
、
一
九
九
一
年
）、
特
に
二
五
六
～
二
五
七
頁
と
し
て

所
収
さ
れ
て
い
る
。

（
16
）
以
下
の
首
脳
会
談
な
ど
の
様
子
は
、『
朝
日
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
三
日
、
一
頁
、
二
七
日
夕
刊
、
一
頁
、

『
讀
賣
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
六
日
、
一
頁
、
一
〇
月
二
九
日
夕
刊
、
一
頁
、
一
〇
月
三
一
日
夕
刊
、
五
頁
、

一
一
月
一
日
、
一
二
頁
、『
毎
日
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
〇
月
二
八
日
夕
刊
、
一
頁
、
一
〇
月
二
九
日
、
一
頁
、『
日

本
経
済
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
〇
月
四
日
、
一
頁
、
一
〇
月
二
七
日
夕
刊
、
一
頁
、
一
〇
月
二
八
日
夕
刊
、
一
頁
、

一
〇
月
二
九
日
、
一
頁
、
一
〇
月
三
一
日
夕
刊
、
二
頁
、
十
一
月
一
日
、
一
頁
、
三
頁
を
参
照
し
た
。

（
17
）
以
下
の
日
加
会
談
や
争
点
に
つ
い
て
は
、
脚
注
の
（
16
）
に
加
え
て
、
“Mr. D

iefenbaker V
isits Japan,

”

External Affairs,V
ol.13, N

o.12, 

（D
ecem

ber 1961): 407-411; D
ocum

ents on C
anadian E

xternal 

Relations, 1961,Vol. 28,  ed, Janice C
avell

（O
ttaw

a: F
oreign A

ffairs and International T
rade 

Canada, 2009):1305-1309.

を
参
照
せ
よ
。
特
に
ス
テ
ン
レ
ス
製
食
器
や
ポ
リ
ビ
ニ
ー
ル
ボ
タ
ン
の
対
加
輸
出
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枠
削
減
を
、
日
本
側
は
望
ん
で
い
た
。
な
お
、
一
九
六
四
年
四
月
に
は
、
日
本
の
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
加
盟
が
、
正
式
に
認

め
ら
れ
た
が
、
池
田
は
首
相
だ
っ
た
も
の
の
、
カ
ナ
ダ
の
首
相
は
ピ
ア
ソ
ン
に
交
代
し
て
い
た
。

（
18
）
こ
れ
ら
の
点
と
ブ
ル
大
使
に
よ
る
と
、
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
と
池
田
の
個
人
的
関
係
は
極
め
て
良
好
だ
っ
た

と
の
回
顧
は
、Pringsheim

, N
eighbours Across the Pacific, esp. 126-129, 132-137.

を
参
照
せ
よ
。

（
19
）
こ
の
点
は
、
大
熊
、「
戦
後
カ
ナ
ダ
外
交
に
お
け
る
普
遍
主
義
と
対
日
関
係
」、
九
五
頁
に
よ
る
。

（
20
）
こ
の
点
は
、
“Mr. D

iefenbaker V
isits Japan,

” 407.

を
み
よ
。
な
お
、「
日
課
を
読
み
上
げ
る
」
と
は
、
聖

書
の
一
節
を
引
用
す
る
形
で
説
明
す
る
こ
と
を
指
す
。

（
21
）
以
下
、
本
章
の
情
報
の
出
典
は
、
す
べ
て
、Canada, D

epartm
ent of External A

ffairs, Confidential 
F

iles, V
isit of the C

anadian Prim
e M

inister to Japan, 1961, A
pril 11, 1960 to O

ct., 14, 1961, 
F

ile N
o.4606-C

-21-1-40, V
ol. 1; C

anada, D
epartm

ent of E
xternal A

ffairs, C
onfidential F

iles, 
V

isit of the C
anadian Prim

e M
inister to Japan, 1961, O

ct., 11, 1961 to N
ov., 10, 1961, F

ile 
N

o.4606-C-21-1-40, V
ol. 2. Provided by Greg D

onaghy to the author by an em
ail dated June 4, 

2019.

に
よ
る
。

（
22
）五
人
と
は
、 

グ
レ
ア
ム
、マ
ク
ロ
ー
ド
と
ミ
ュ
ア
以
外
に
は
、経
済
学
部
専
任
講
師
の
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
サ
ロ
ー（Jam

es 
T

hurlow

）
と
ヘ
ン
リ
ー
・
ウ
ォ
ー
ケ
ン
タ
イ
ン
（H

enry W
arkentyne

）
で
あ
っ
た
。

（
23
）『
関
西
学
院
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
一
月
三
日
、
三
頁
を
参
照
せ
よ
。

（
24
）
以
下
の
グ
レ
ア
ム
に
つ
い
て
は
、
教
え
子
だ
っ
た
井
口
貞
三
「
ベ
ー
ツ
先
生
に
寄
せ
て
」『
学
院
史
編
纂
室
便

り
』
第
四
六
号
（
二
〇
一
七
年
一
二
月
一
日
）
六
～
八
頁
、http://m

useum
.kw

ansei.ac.jp/archives/
gakuinshi/upload/2017/11/46T

I.pdf

（
二
〇
一
九
年
五
月
二
三
日
ア
ク
セ
ス
）
と
倉
田
和
四
生
「
第
三
部

教
師
紹
介
、
三
定
年
退
職
さ
れ
た
方
々
、
Ｌ
・
Ｂ
・
グ
レ
ア
ム
（
途
中
退
職
）」
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
三
十

年
史
編
集
委
員
会
編
『
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
三
十
年
史
』（
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
、
一
九
九
五
年
）

六
三
〇
～
六
三
一
頁
を
参
照
。



38

（
25
）
以
上
の
グ
レ
ア
ム
に
関
す
る
記
述
は
、
武
田
建
「
第
一
部
社
会
学
部
の
歩
み
、
第
一
章
社
会
学
部
の
前
史
、
三

文
学
部
社
会
事
業
学
科
の
歩
み
」
と
中
野
秀
一
郎
、
武
田
建
「
第
一
部
社
会
学
部
の
歩
み
、
第
五
章
改
革
の
推
進
、

六
国
際
化
の
推
進
、（
二
）
外
国
人
研
究
者
に
よ
る
教
育
活
動
」
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
三
十
年
史
編
集
委
員

会
編
『
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
三
十
年
史
』、
特
に
、
七
一
頁
、
二
八
一
～
二
八
二
頁
と
『
カ
ナ
ダ
首
相
Ｊ
・
Ｇ
・

デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
関
係
資
料
』、
関
西
学
院
百
年
史
編
纂
事
業
委
員
会
編
『
関
西
学
院
百
年
史　

通
史
編

Ⅱ
』（
学
校
法
人
関
西
学
院
、
一
九
九
八
年
）、
二
一
四
、二
二
三
、二
八
二
、五
二
〇
頁
に
よ
る
。
な
お
、
グ
レ
ア

ム
自
身
に
よ
る
と
、
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
六
四
年
に
か
け
て
、
一
時
期
、
関
西
学
院
大
学
を
離
れ
て
い
た
よ
う
だ
。

Lloyd Graham
, 

“Greetings from
 D

r. L. B. Graham
,

”
関
西
学
院
大
学
英
語
研
究
部
創
部
１
０
０
周
年
記

念
事
業
委
員
会
『
関
西
学
院
大
学
英
語
研
究
部
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）
１
０
０
年
史
』（
関
西
学
院
大
学
英
語
研
究
部
創
部

１
０
０
周
年
記
念
事
業
委
員
会
、
一
九
九
八
年
）
八
～
九
頁
を
み
よ
。

（
26
）
以
下
の
新
約
聖
書
の
引
用
は
、https://w
w

w
.w

ordproject.org/bibles/jp/44/17.htm

（
二
〇
一
九
年
九
月

二
六
日
ア
ク
セ
ス
）
に
よ
る
。

（
27
）
以
上
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
の
回
顧
録
と
日
系
カ
ナ
ダ
人
に
関
す
る
情
報
は
、John G. D

iefenbaker, 
O

ne C
anada: M

em
oirs of the Right H

onourable John G
. D

iefenbaker, the C
rusading Years 1895 to 1956 

（T
oronto: M

acm
illan of Canada, 1975), esp. 222-224.

を
参
照
せ
よ
。
な
お
、
カ
ナ
ダ
の
場
合
、
自
由
党

は
進
歩
保
守
党
よ
り
も
、
自
由
よ
り
も
平
等
を
目
指
す
左
派
と
み
な
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
党
首
や
首
相
の
政

策
選
好
や
そ
の
時
代
の
状
況
に
よ
り
、
実
際
の
政
策
は
左
右
す
る
。
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
は
、
戦
時
中
の
日

系
カ
ナ
ダ
人
権
利
擁
護
の
た
め
に
、
何
度
も
発
言
し
て
い
る
し
、
英
国
や
豪
州
な
ど
と
異
な
り
、
南
ア
フ
リ
カ
の

ア
パ
ル
ト
ヘ
イ
ト
（
人
種
隔
離
政
策
）
に
断
固
反
対
し
、
英
連
邦
か
ら
南
ア
フ
リ
カ
を
脱
退
さ
せ
る
の
に
も
、
寄

与
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
日
系
カ
ナ
ダ
人
の
抑
留
に
対
す
る
損
害
賠
償
補
償
を
、
一
九
八
八
年
に
実
施
し
た
の
は
、

仏
語
系
カ
ナ
ダ
人
の
権
利
を
重
視
し
た
自
由
党
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ル
ド
ー
（Pierre T

rudeau

）
で
は
な
く
、
進
歩

保
守
党
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
・
マ
ル
ル
ー
ニ
―
（Brian M

ulroney

）
で
あ
っ
た
。
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カナダ首相は、なぜ関西学院大学と上智大学を訪問したのか？

（
28
）
以
上
の
小
宮
院
長
の
挨
拶
は
、英
語
で
実
施
さ
れ
、筆
者
が
訳
を
つ
け
た
。
出
典
は
、『
カ
ナ
ダ
首
相
Ｊ
・
Ｇ
・
デ
ィ
ー

フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
関
係
資
料
』
と
『
関
西
学
院
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
一
月
三
日
、
三
頁
に
よ
る
。

（
29
）
小
宮
院
長
の
御
礼
書
簡
は
、『
カ
ナ
ダ
首
相
Ｊ
・
Ｇ
・
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
関
係
資
料
』
を
参
照
。

（
30
）
以
下
の
御
礼
書
簡
の
出
典
と
し
て
は
、
脚
注
の
（
21
）
を
参
照
せ
よ
。

（
31
）
武
田
、「
第
五
章　

改
革
の
推
進
」、
特
に
二
九
一
頁
参
照
。

（
32
）
た
と
え
ば
、
ジ
ョ
ー
ジ
タ
ウ
ン
大
学
は
ビ
ル
・
ク
リ
ン
ト
ン
（Bill Clinton

）
元
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
大
統
領
の
母

校
（
学
部
）
で
あ
り
、
現
在
の
ド
ナ
ル
ド
・
ト
ラ
ン
プ
（D
onald T

rum
p

）
大
統
領
は
、
フ
ォ
ー
ダ
ム
大
学
に

入
学
後
、
ペ
ン
シ
ル
べ
ニ
ア
大
学
に
編
入
し
て
い
る
。

（
33
）
以
上
の
点
は
、
コ
ン
ラ
ッ
ド
・
フ
ォ
ル
テ
ン
『
今
日
の
カ
ナ
ダ
』（
上
智
大
学
カ
ナ
ダ
セ
ン
タ
ー
、
一
九
八
三
年
）

二
八
九
頁
と
こ
の
本
に
挟
ま
れ
て
い
た
英
文
・
仏
文
冊
子
、
五
頁
に
よ
る
。

（
34
）
以
上
の
情
報
は
、上
智
大
学
史
資
料
編
纂
委
員
会
編
『
上
智
大
学
史
資
料
集 

第
４
集
（
１
９
４
８
～
１
９
６
９
』（
上

智
学
院
、
一
九
八
九
年
）
六
八
頁
に
よ
る
。

（
35
）
詳
細
は
、
金
子
操
「
緒
言
」『
か
え
で
』
第
二
号
（
一
九
六
二
年
）
一
頁
お
よ
び
「
カ
ナ
ダ
研
究
会
の
現
状
」『
か

え
で
』
第
二
号
、
二
～
三
頁
に
よ
る
。

（
36
）こ
れ
ら
は
、“Present Situation of the Canadian Study Club,

” 『
か
え
で
』第
二
号
、四
二
～
四
四
頁
を
み
よ
。

（
37
）
以
上
の
記
述
は
、『
上
智
大
學
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
一
月
一
五
日
、
一
頁
と
「
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
・
カ

ナ
ダ
首
相
来
学
」『
か
え
で
』
第
二
号
、
四
頁
に
よ
る
。

（
38
）
以
上
は
、「
ソ
フ
ィ
ア
祭
」『
か
え
で
』
第
二
号
、
五
頁
に
よ
る
。

（
39
）
“Present Situation of the Canadian Study Club,

”
四
三
～
四
四
頁
を
み
よ
。

（
40
）
以
下
は
、
戸
川
敬
一
「
三　

創
立
か
ら
関
東
大
震
災
迄
」
と
巽
豊
彦
「
八 
大
上
智
へ
飛
躍
」
上
智
大
学
『
上
智

大
学
五
十
年
史
』（
上
智
大
学
出
版
部
、
一
九
六
三
年
）
四
八
～
四
九
、二
〇
〇
～
二
〇
一
頁
に
よ
る
。

（
41
）
一
九
六
〇
年
当
時
の
大
学
数
は
、http://w

w
w

.m
ukogaw

a-u.ac.jp/~kyoken/data/02.pdf

（
二
〇
一
九
年
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八
月
五
日
ア
ク
セ
ス
）
に
よ
る
。

（
42
）
以
上
の
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
自
身
の
宗
教
心
に
つ
い
て
は
、D

iefenbaker, O
ne C

anada: M
em

oirs of the 

Right H
onourable John G

. D
iefenbaker, the C

rusading Years 1895 to 1956, 5-6, 9-10. 73-74.

に
よ
る
。

（
43
）
当
時
は
ま
だ
大
学
受
験
偏
差
値
が
開
発
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
蛍
雪
時
代 

付
録 

旺
文
社
模
試
か
ら
み
た
大
学
難
易

度
ラ
ン
キ
ン
グ
』（
一
九
六
一
年
八
月
号
）
に
よ
る
と
、
上
位
に
は
東
京
大
学
文
科
一
類
、
一
橋
大
学
経
済
学
部
、

一
橋
大
学
商
学
部
、
一
橋
大
学
社
会
学
部
、
京
都
大
学
、
神
戸
大
学
経
営
学
部
と
な
り
、
国
公
立
大
学
の
学
部
が

軒
並
み
難
関
校
に
な
り
、
私
学
で
は
慶
応
義
塾
大
学
経
済
学
部
の
第
一
〇
位
、
早
稲
田
大
学
政
治
経
済
学
部
の
第

一
七
位
、
慶
応
義
塾
大
学
商
学
部
の
第
一
八
位
に
次
い
で
、
関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
が
第
二
八
位
と
な
っ
て
い

る
。（
す
な
わ
ち
、
私
学
の
中
で
は
慶
応
義
塾
大
学
と
早
稲
田
大
学
の
後
の
第
四
位
が
関
西
学
院
大
学
。）
デ
ー

タ
は
八
万
人
が
受
け
た
英
語
・
数
学
・
国
語
の
旺
文
社
模
試
の
「
志
望
者
平
均
点
、
受
験
者
平
均
点
、
合
格
者

平
均
点
を
按
分
し
て
集
計
し
、
順
位
付
け
」
し
て
い
る
。
数
学
が
含
ま
れ
る
た
め
に
、
文
系
科
目
の
み
で
受
験

可
能
な
私
学
受
験
生
に
は
、
不
利
な
部
分
も
あ
る
よ
う
だ
。
以
上
す
べ
て
、
実
際
の
『
蛍
雪
時
代
』
を
ア
ッ
プ

ロ
ー
ド
し
て
い
る
、A

sam
am

aru,

「
香
川
大
学
の
入
試
事
情
（
１
）
五
〇
年
前
の
大
学
入
試
難
易
ラ
ン
キ
ン
グ

表
」『
ブ
ロ
グ 

香
川
大
学
解
体
新
書
』（
二
〇
〇
八
年
六
月
二
八
日
）、https://am

eblo.jp/ssasam
am

aru/
entry-10092068383.htm

l

（
二
〇
一
九
年
八
月
五
日
ア
ク
セ
ス
）
を
み
よ
。

（
44
）
Ｉ
Ｃ
Ｕ
創
立
の
設
置
小
委
員
会
で
は
、神
崎
驥
一
関
西
学
院
院
長
が
「
組
織
・
行
政
部
門
」
担
当
で
参
加
し
た
ほ
か
に
、

ア
ウ
タ
ー
ブ
リ
ッ
ジ
学
長
（
そ
の
後
理
事
長
）
も
Ｉ
Ｃ
Ｕ
副
理
事
長
を
務
め
た
。
た
だ
し
、Ｉ
Ｃ
Ｕ
初
代
学
長
に
は
、

同
志
社
大
学
総
長
だ
っ
た
湯
浅
八
郎
が
就
任
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
Ｃ
・
Ｗ
・
ア
イ
グ
ル
ハ
ー
ト
『
国
際
基
督

教
大
学
創
立
史
―
明
日
の
大
学
へ
の
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
（
一
九
四
五
―
六
三
年
）』（
国
際
基
督
教
大
学
、
一
九
九
〇
年
）

特
に
四
四
、四
九
、八
〇
～
八
一
、八
二
、一
四
二
、二
四
二
、三
一
二
頁
と
経
済
学
部
五
十
年
史
編
集
委
員
会
「
第
二

部　

経
済
学
部
の
研
究
と
教
育
」経
済
学
部
五
十
年
史
編
集
委
員
会
編『
関
西
学
院
大
学
経
済
学
部
五
〇
年
史
』（
関

西
学
院
大
学
経
済
学
部
、
一
九
八
四
年
）
特
に
三
九
〇
～
三
九
一
頁
を
参
照
せ
よ
。
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カナダ首相は、なぜ関西学院大学と上智大学を訪問したのか？

（
45
）
フ
ォ
ル
テ
ン
神
父
兼
上
智
大
学
助
教
授
に
つ
い
て
は
、
オ
ン
タ
リ
オ
州
サ
ド
ベ
リ
ー
出
身
で
、
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ン

コ
・
オ
ン
タ
リ
ア
ン
（
仏
語
系
オ
ン
タ
リ
オ
州
人
）
だ
っ
た
が
、
上
智
大
学
外
国
語
学
部
仏
語
学
科
や
文
学
部
仏

文
学
科
で
教
え
た
。
こ
れ
ら
の
点
は
、“Mr. D

iefenbaker V
isits Japan,

”408.

を
み
よ
。
な
お
、デ
ィ
ー
フ
ェ

ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
は
、
ほ
と
ん
ど
フ
ラ
ン
ス
語
を
し
ゃ
べ
れ
な
か
っ
た
と
の
記
録
が
あ
り
、
そ
の
面
か
ら
も
仏
語

系
お
よ
び
カ
ト
リ
ッ
ク
系
ケ
ベ
ッ
ク
へ
の
配
慮
も
あ
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。

（
46
）
こ
の
評
価
は
、Cam

pbell-M
iller, Carroll, and D

onaghy, 

“Tilting the Balance,

”esp. 214.

に
よ
る
。

（
47
）
日
加
両
政
府
で
各
々
一
〇
〇
万
ド
ル
ず
つ
出
し
合
い
、
相
手
国
の
研
究
助
成
を
決
定
し
た
。
以
上
は
、
吉
田
健
正

「
日
本
に
お
け
る
カ
ナ
ダ
研
究
の
歩
み
」
シ
ュ
ル
ツ
、
三
輪
編
『
カ
ナ
ダ
と
日
本
』、
三
八
七
～
四
〇
三
頁
を
み
よ
。

（
48
）
金
子
操
『
留
学
と
私
』（
英
友
社
、
一
九
六
六
年
）
を
参
照
。
同
書
、
五
、一
一
～
一
三
、二
〇
五
頁
に
よ
る
と
、

金
子
は
デ
ィ
ー
フ
ェ
ン
ベ
ー
カ
ー
首
相
が
来
訪
し
た
際
に
、
四
年
生
と
し
て
カ
ナ
ダ
研
究
会
会
長
を
務
め
、
な
お

か
つ
カ
ナ
ダ
政
府
の
奨
学
生
と
し
て
、
カ
ー
ル
ト
ン
大
学
大
学
院
修
士
課
程
で
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
を
二
年
間
学
び
、

修
了
し
て
い
る
。

（
49
）
無
論
、
カ
ナ
ダ
国
内
で
も
、
カ
ナ
ダ
首
相
の
外
訪
は
必
ず
し
も
高
く
評
価
さ
れ
る
と
は
、
限
ら
な
い
。
最
近
の

失
敗
例
と
し
て
は
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
ト
ル
ド
ー
（Justin T

rudeau

）
首
相
（
ピ
エ
ー
ル
・
ト
ル
ド
ー
の
長

男
）
の
イ
ン
ド
訪
問
が
挙
げ
ら
れ
る
。
妻
と
子
ど
も
た
ち
の
家
族
連
れ
で
、
八
日
間
イ
ン
ド
に
滞
在
し
た
カ
ナ
ダ

首
相
は
、
イ
ン
ド
の
民
族
衣
装
を
家
族
一
同
で
来
た
写
真
が
不
評
で
、
旅
費
が
高
す
ぎ
る
上
に
、
単
な
る
家
族

慰
安
旅
行
の
イ
メ
ー
ジ
を
残
し
た
。
さ
ら
に
は
、
過
激
派
シ
ー
ク
教
徒
団
体
に
属
し
た
こ
と
が
あ
り
、
殺
人
未
遂

で
起
訴
さ
れ
た
人
物
を
、
ニ
ュ
ー
デ
リ
ー
の
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
に
招
待
し
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
の
妻
や
イ
ン
ド
系
閣
僚

と
写
真
を
撮
っ
た
こ
と
も
、
問
題
視
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
の
支
持
率
は
、
第
一
野
党
の
保
守
党

と
並
ぶ
ほ
ど
低
下
し
た
。
以
上
は
、John Ivison, Trudeau: The Education of a Prim

e M
inister 

（T
oronto: 

Penguin Random
 H

ouse Canada, 2019), esp. 226-232.

を
参
照
せ
よ
。


